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 開  会  

 委 員 長  おはようございます。 

 本日の出席委員は１４人につき、定足数に達しております。 

 これから本日の会議を開きます。 

（１０：００） 

 委 員 長  決算審査特別委員会を昨日に引き続き行います。 

 まず、生涯学習課の説明を求めます。 

 生涯学習課長 

生涯学習課長  改めまして、おはようございます。 

生涯学習課です。 

 決算及び主要施策の成果と課題について、ご説明させていただきます。 

 まずは、決算についてご説明いたします。 

 決算書８１ページをお願いします。 

 ２款１項３８目新型コロナウイルス地方創生費です。 

 支出済額２億８,８３８万７,０００円余のうち、生涯学習課分は７５３万３,００

０円余です。 

 １０節需用費の消耗品費の中で、読書通帳等の購入費２０５万７,０００円余を支

出しております。 

 続いて、８４ページをお願いします。 

 １７節備品購入費は、読書通帳機２台を購入し、２１９万４,０００円余。 

１８節負担金補助及び交付金は、町内のいちご観光農園４農園への支援金として１

２６万円、スポーツ少年団１７団体への追加の支援金として２０２万１,０００円余

を支出しております。 

 飛びまして、決算書１８５ページをお願いします。 

 ９款８項１目社会教育総務費です。支出済額が１億９５７万３,０００円余でござ

います。 

 主な支出内容は、職員給与、会計年度任用職員、社会教育委員の人件費等の義務的

経費です。 

 ７節報償費８４８万１,０００円余は、主にアフタースクール実施に伴う講師等へ

の報償費です。 

 決算書１８７ページをお願いします。 

 １７節備品購入費２２５万６,０００円余は、アフタースクールのオンライン授業

化に伴うパソコン、カメラ内蔵スピーカー、書画カメラ、各７台の購入費です。 

 これは、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金事業で実施をしており

ます。 

 １８節負担金補助及び交付金１３６万１,０００円は、ＰＴＡ、青少年育成町民会

議等への補助金が主な支出でございます。 

 続きまして、２目めくばーる学習館費です。 

 支出済額２億１,４４０万３,０００円余で、めくばーる学習館、町民ホール等の維

持管理費用が主なものでございます。 

 １０節需用費９３７万４,０００円余は、主にめくばーる全体の電気料及び上水道

使用料等の光熱水費です。 

 １２節委託料１,５５３万２,０００円余は、学習館等の施設管理及び保守点検等の

各種委託料です。 

 続きまして、１４節工事請負費１億８,８１０万円は、めくばーる学習館、健康福

祉館、めくばり館等の空調機器及び照明のＬＥＤ化工事に要した費用でございます。 
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 続きまして、ページの一番下、３目公民館費です。 

 支出済額８６６万３,０００円余で、主な内容は決算書の１８９ページをお願いし

ます。 

 各種報酬等の人件費と、１８節負担金補助及び交付金４８７万５,０００円につき

ましては、主に自治公民館等コミュニティ整備費補助金として、長者町区と丸町区の

公民館屋根改修工事等に対し補助金を交付しております。 

 続きまして、４目公民館支館費でございます。支出済額２７９万８,０００円余で、

公民館支館等の維持管理費用が主な支出内容です。 

 決算書１９１ページをお願いします。 

 ５目コスモス図書館費は、支出済額４,４８９万５,０００円余で、コスモス図書館

の運営に係る費用です。 

 １０節需用費２５５万５,０００円余は、主にコスモス図書館の雑誌、新聞等購入

の消耗品費でございます。 

 １２節委託料３,１１６万９,０００円余は、主にコスモス図書館運営業務委託料

で、令和２年度から令和６年度までの５年間の契約となっております。 

 １３節使用料及び賃借料４７０万４,０００円余は、主に図書システムの使用料で

す。 

 １７節備品購入費６３９万７,０００円余は、図書資料、図書館に蔵書している書

籍やＤＶＤ等の映像資料の購入費です。 

 続きまして、６目めくばーる図書館費は、支出済額４,４４０万１,０００円余で、

めくばーる図書館の運営に係る費用です。 

 １０節需用費４８０万１,０００円余は、主にめくばーる図書館の雑誌、新聞等購

入の消耗品費及び児童生徒への図書カード交付事業によるものです。図書カード交付

事業につきましては、コロナの交付金事業で実施をしております。 

 １２節委託料３,３３９万２,０００円余は、主にめくばーる図書館業務委託をはじ

めとする維持管理のための各種委託料です。 

 決算書１９３ページをお願いします。 

 １７節備品購入費５５１万３,０００円余は、コスモス図書館と同様に図書資料の

購入費です。 

 続きまして、ページの下のほうです。８目文化振興費は、支出済額１,７６４万円

余で、自主文化事業を開催するための費用等が主な支出内容です。 

 １９５ページをお願いします。 

 １２節委託料１,２５０万２,０００円余は、自主文化事業の委託料及びめくばーる

町民ホール、コスモスプラザふれあいホールの舞台、照明、音響などの保守点検及び

オペレーター業務の委託料です。 

 １３節使用料及び賃借料２８７万１,０００円余は、めくばーるホールの調光操作

卓リース料が主な内容です。 

 １８節負担金補助及び交付金１３３万８,０００円は、文化協会及び文化少年団へ

の補助金です。 

 続きまして、ちょっとページを飛びます。１９９ページをお願いします。 

 １０項保健体育費、１目保健体育総務費につきましては、支出済額５２０万円余で、

各種スポーツ大会、指導者研修会、スポーツ推進委員会等の経費や体育協会、スポー

ツ少年団への補助が主なものでございます。 

 １８節負担金補助及び交付金４１８万８,０００円余は、スポーツ少年団１７団体

への補助金、体育協会１３団体への補助金、ラグビーの全国規模大会に出場した３人

への補助等での支出となっております。 
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 続きまして、２目体育施設費につきましては、支出済額３,２７９万円余で、社会

体育施設の維持管理及び学校施設開放による夜間照明の光熱水費が主な支出でござ

います。 

 １０節需用費６０９万７,０００円余は、プールの底面の補修及び更衣室の修繕、

弓道場の雨どいの修繕、農業者トレーニングセンターのライン補修等の修繕料、町内

体育施設等の光熱水費が主な支出内容です。 

 １２節委託料２,２６９万１,０００円余は、多目的運動公園管理業務委託７０８万

３,０００円余、農業者トレーニングセンター、町民グラウンド、町民プール、弓道

場、北部及び南部運動公園、仙道古墳公園等の町内体育施設の維持管理に必要な各種

委託料が主な支出でございます。 

 以上が生涯学習課決算の報告です。 

 続きまして、主要施策の成果及び将来の課題についてですが、説明に入る前に１点、

資料の修正をお願いいたします。 

 資料の１３４ページをお願いします。 

 下から２番目の文化少年団事業の具体的措置の項目です。 

 １行目に、補助金４万８,０００円掛ける２団体となっておりますが、正しくは補

助金９万６,０００円かける１団体です。それに伴いまして、同じ項目の一番下の行、

「太鼓（月２回）６名」とあるものを全て削除願います。 

 訂正しおわび申し上げます。申し訳ありません。 

 それでは、資料の１３２ページをお願いします。 

 １番目から３番目の項目は、各種体育施設の管理運営業務です。 

 農業者トレーニングセンターについては、令和２年度に照明をＬＥＤ化しておりま

す。また、全体的に施設の老朽化が目立ってきているため、職員が各施設を巡回する

等して、劣化や破損を把握し適切に修繕等を実施しております。 

 一番下の項目です。 

 青少年健全育成の一環として、スポーツ少年団１７団体、次のページをお願いしま

す。スポーツ振興の一環として、体育協会１３団体の活動及びラグビー全国大会出場

者３名に対しての補助金を助成しているところでございます。 

 続きまして、自主文化事業ですが、マンスリーコンサートを５回開催し、１回がコ

ロナにより中止となっております。コロナ対策で客席数を制限した関係もあり、入場

者数は６６３人でございました。 

 続きまして、１３４ページです。 

 スポーツ推進委員と協力して、ファミリーバドミントン大会、秋と春のさわやかウ

オーキングを開催しました。残念ながらパークゴルフ大会、ビーチバレーボール大会、

うぐいすマラソン大会、ドッヂビー大会等につきましては、コロナにより中止となっ

ております。 

 続きまして、資料の１３５ページをお願いします。 

 社会教育委員設置事業では、平和記念館での中学生ボランティアガイドや子どもの

つどいでの大声大会等を通して、「子どもの約束」の普及啓発を予定しておりました

が、コロナの影響で中止となっております。 

 イベントの中止に十分対応できず、結果的に「子どもの約束」の啓発が弱まったこ

とを反省しております。今後、コロナ禍においても十分に啓発活動ができるよう、校

長会での依頼や、保護者、生徒へのチラシの配布等、各種の啓発に取り組んでいきた

いと考えております。 

 出前講座業務ですが、この事業は、町職員等が講師として地域に出向き、専門知識

を生かした講習などを行うものです。対応件数は８４件です。 
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 続いて、成人式開催事業ですが、コロナにより中止とする自治体が増加する中で開

催が危ぶまれましたが、新成人で構成する実行委員会等が中心となり、感染防止対策

等を徹底した上で、無事に開催をすることができました。新成人２３３人に出席いた

だいております。 

 コロナ交付金の筑前町いちご観光農園支援事業とも連携し、新成人にいちご狩りチ

ケットを配布しております。 

 続きまして、１３６ページです。 

 次の１３７ページにかけまして、図書館に関する事業を掲載しております。 

 図書館につきましては、新型コロナウイルスの影響で、臨時閉館や利用制限を余儀

なくされた時期もございましたし、布絵本講座や小学生を対象とした読書リーダー育

成講座等、各種イベントが中止になりました。そういった中、感染防止を徹底した上

でのおはなし会等の実施、郷土紙芝居の動画作成配信、読書通帳の導入等を通じて、

利用者サービスの充実に努めております。 

 難しい状況が続いておりますが、今後とも、単に本の貸し借りをするための図書館

ではなく、より地域の問題や課題に理解を深め、解決のためのサポートができるよう

運営努力を続け、図書館利用の促進、資料の充実等を図ってまいりたいと考えており

ます。 

 続きまして、資料の１３８ページをお願いします。 

 自治公民館等コミュニティ施設整備費助成事業では、地域の公民館活動の充実を促

進するため、コミュニティ施設整備に係る経費の助成を行っております。令和２年度

は、長者町区と丸町区の整備事業に対して助成を行っております。 

 青少年育成町民会議事業でございますが、青少年の健全育成を図ることを目的に、

育成部会、家庭部会、環境安全部会、広報部会の各専門部会により、コロナの合間を

縫ってでございますが、各種の取り組みを行っております。引き続き青少年の健全育

成のため、コロナ禍においての活動を研究、検討していきたいと考えています。 

 続きまして、資料の１３９ページをお願いします。 

 通学合宿事業は、地域との交流が難しい状況でしたので、自主性を伸ばし協調性を

育むということに目的を若干変更しまして、３校区合同で実施をしました。 

 続きまして、一番下の項目です。地域学校協働活動事業、通称アフタースクール事

業です。 

 放課後の子どもたちの居場所づくりを目的とし、地域ボランティアの協力を得なが

ら、中牟田小学校、三輪小学校、東小田小学校において、アフタースクールを実施し

ました。 

 三輪中学校、夜須中学校においては、教育力の向上や自主学習の定着等を図ること

を目的に、各中学校、週２回、１９時から２１時までアフタースクールを実施してお

ります。 

 以上で、生涯学習課の決算並びに主要施策の報告を終わらせていただきます。 

よろしくお願いします。 

 委 員 長  説明が終わりましたので、質疑に移ります。 

 木村和彦委員 

木村和彦委員  多目的運動公園管理運営業務についてお伺いいたします。 

 昨年この委員会のときに、ごみの不法投棄があって、対策をとる必要があるという

ふうに、防犯カメラとかですね、それの対策をとる必要があるというふうに答えられ

てましたが、どのような対策をとられたのか、お願いします。 

 委 員 長  生涯学習課長 

生涯学習課長  お答えします。 



5 

 

 特に問題の多かった遊具施設周り等に関しましては、都市計画課のほうで防犯カメ

ラの設置を行っております。 

 以上です。 

 委 員 長  木村和彦委員 

木村和彦委員  私も多目的運動公園によく行くんですが、特に休日明けの、要するにイベントがあ

った次の日は、たくさんごみが散乱しとって、管理人の方が一生懸命拾って集めてあ

ります。それも含めてですね、看板はあがってますが「ごみは持ち帰りましょう」と

か、小さい看板がいくつかあがってますが、もう少しですね、公園のマナーについて、

それなりの大きい看板を駐車場に設置していただきたいなと思います。 

 あと、それと一つ追加していただきたいんですが、アルコール類の持ち込み並びに

飲酒の禁止事項も含めていただけたらなと思いますので、ご回答をお願いします。 

 委 員 長  生涯学習課長 

生涯学習課長  利用マナーの確立に関しましては、その周知徹底、ルールづくり等も含めて、課内

で協議しながら徹底してまいりたいと思っております。 

 以上です。 

 委 員 長  山本一洋委員 

山本一洋委員  成果と課題の１３４ページの文化少年団の事業のところでお尋ねをしたいんです

が、今、課長の説明でちょっと気がついたというか、分かったんですが、１団体に９

万６,０００円支払ったということの説明でございましたけれども、当初予算のとき

には、４万８,０００円の２団体で９万６,０００円の請求で、予算要求のときはそう

いうふうなことではなかったかと思います。昨年も、一昨年も４万８,０００円の２

団体で、要望があって、それで９万６,０００円支払いをされている。 

 ですから、１団体であれば４万８,０００円であって、あとの４万８,０００円は不

用額としてあがってくるのではないかと思うのですが、そこのところをお尋ねいたし

ます。 

 委 員 長  生涯学習課長 

生涯学習課長  お答えします。 

 委員ご指摘のとおり、通常期であれば、１団体あたり４万８,０００円という額に

なります。 

 今回、コロナの対策としまして、追加で支援金４万８,０００円を補助しておりま

す。これスポーツ少年団も同様なんですけれども、通常期の４万８,０００円と、コ

ロナ対応の追加として４万８,０００円、１団体に９万６,０００円ということでござ

います。 

 以上です。 

 委 員 長  山本一洋委員 

山本一洋委員  小さいことで、大変、何度も質問するのはどうかと思いますが。コロナであればコ

ロナのところの予算で、また、出てくるんではないかと思うんですよね。 

 これ当初予算で９万６,０００円の承認しているわけです。途中からコロナが出て

きたと思うんで、そこのところは、ちょっと整理をしないといけないんではないかと

いうふうに思いますが、いかがでしょうか。 

 委 員 長  生涯学習課長 

生涯学習課長  お答えします。 

 委員ご指摘のとおり、本来であれば、コロナのほうで計上すべきであったと思いま

す。 

 委 員 長  山本一洋委員 

山本一洋委員  もう質問終わりますが、ということは、あんまり、――後でまた、そこのところに
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ついてはしますが、結果的に二重に払ってるんじゃないかというふうに思うんです

よ。ですから、そこのところは、後で整理をして報告をお願いします。 

 委 員 長  河内委員 

 河内委員  今度、法改正がされて、成人の１８歳になった場合の成人式のあり方はどのように

考えておりますか。 

 委 員 長  生涯学習課長 

生涯学習課長  お答えします。 

 成人式という名称自体はですね、名称をどうするかというのは、まだ協議中ですけ

れども、年齢は二十歳でそのまま継続するという方針でございます。 

 委 員 長  木村博文委員 

木村博文委員  資料の１３２ページでお尋ねします。 

 ２段目の町民プール管理運営業務でありますが、昨日の教育課のほうでも、夜須中

学校のプールについてお尋ねしたところでありますが、ここを見ますと、やはり町民

プールも、もう３０年以上たっているということで、規格もその当時の規格ではない

かなと思うんです。、公共のこういうふうな施設については、安全に対する規格とい

うのがあると思うんですが、今現在の規格でこれはクリアしているもんでしょうか。 

 委 員 長  生涯学習課長 

生涯学習課長  お答えします。 

 基本的に規格には適合していると思っておりますが、今現在、少し確認ができてい

ない状況です。ただ、プールを開場する前の段階で、きちんとそういった部分につい

て点検を行って開場しているということでございます。 

 委 員 長  木村博文委員 

木村博文委員  やっぱりこれだけ大きな事故が起こっているわけですから、確認できてないなら、

本来であれば使用はできないと、きちっと確認するまでは。そういうことになると思

います。そういうことを含めたうえで検討して、使用はできるだけ早く、きちっとし

てもらいたいんですけど、その辺りをよろしくお願いします。 

 委 員 長  入江教育長 

 教 育 長  プールの件についてお答えをしたいと思います。全小中学校、それから町民プール

ともに、一応基準については確認をしておるところでございます。 

 その基準については、プールの深さと、それから飛び込み台の高さについて、今の

基準には合致していないということで、飛び込みはできないということです。 

授業等については一切飛び込みはしていないという――していないというか、国か

らもですね、文科省のほうからも、今、学校の授業等ではプールでの飛び込みはしな

いことということでなっておりますので、そういうふうにしておりますし、町民プー

ルについても、飛び込み台の高さと、それからプールの深さとが、今の基準には合っ

てないということでありますので、もちろん町民プールも一切飛び込みは禁止という

ことで、そういう利用をさせていただいておるところでございます。 

 委 員 長  木村博文委員 

木村博文委員  使用に対しての制限をかけることで対応しているっていう回答だったと思うんで

すけども、それで事故が起こらないなら、もう本当にどんな状態でも起こらないんで

すよ。やっぱり最低限できることはですね、そういうふうな使うルールのうえでも、

しっかりと対応しないといかん。設備をきちっと、環境もきちっと整えなければなら

ないと。そういったできることをしていかないと、事故も起こそうと思って起きるわ

けじゃないですから、やっぱりその辺りはしっかりと、予算がかかるかもしれません。

多分、結構大きな予算がかかると思いますが、ぜひ、早めにですね、そこをクリアで

きるようにお願いします。 
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 委 員 長  入江教育長 

 教 育 長  お答えしたいと思います。 

 プールは、先ほど申し上げたように、飛び込み台と、それからプールの深さという

関係での基準が一応ございます。プールに、どこからでも、横からでもそうです、プ

ールの飛び込み台がないところからでも、飛び込んだ場合には、一定の深さがないと

いけないんですけど、そうすると、結局、泳げない人も完全に水没してしまう深さを

確保しなければ、プールはつくられないような基準になってしまいますので、どうし

ても学校の授業とかでは、一定の深さより深くはできないし、それかといって、プー

ルを深くつくることもできないということで、学校ではそういった制限のうえに、プ

ールはつくらなくてはいけないから、なかなか難しいこともあります。 

今後その辺りは、十分利用者については注意を払いながら、安全対策の徹底を図り

ながら、使用していくということになろうかと思います。 

 将来的にも、プールが古くなって、つくり変えていかなくてはいけないようなこと

になった場合についても、最低限の基準はクリアしながらも、そういった絶対安全と

いうプールというのは、なかなか難しいというのが現状のようでございますので、そ

のことも一応お伝えしておきたいと思います。 

 委 員 長  木村博文委員 

木村博文委員  思いはですね、私はやっぱり、ああいうふうなけがをした子どもはもう二度と出し

たくないと、本町からですね、そういう思いなんですよ。そういう思いなので、こう

言っているわけです。だから、今、教育長が言われた回答も分かるとこあります。分

かるとこはありますが、やっぱり、しっかりとそういう被害者を出さないためにとい

うことを念頭に置いて、できることは本当するっていう。 

ちょっとしたことで事故につながりますから、「ここだったらできるね」「そこだっ

たらできるね」っていう、そういうふうな考え方でやっていただきたいと思いますの

で、よろしくお願いします。 

 もう回答いいです。 

 委 員 長  河内委員 

 河内委員  図書館のことでお尋ねします。 

 先日、生涯学習課に行って、図書館が閉館中だったものですから、図書を入れるバ

ッグがありますね、深い緑色の。それが欲しくて行ったんですが、両方とも、もう品

切れということでしたが、再作成、再生産はする予定はあるんでしょうか。 

 委 員 長  生涯学習課長 

生涯学習課長  お答えします。 

 委員が言われてあるバッグは、めくばーる図書館の開館２０周年の記念グッズとし

て製作したものです。 

 今のところ、記念グッズですので、再度作成の予定はありませんけれども、住民の

方々のご要望が多ければ、また検討させていただきます。 

 以上です。 

 委 員 長  河内委員 

 河内委員  本当、あのバッグは丈夫で、本も傷まないしですね、ぜひぜひ、お願いしたいと思

います。 

 委 員 長  石橋委員 

 石橋委員  私も図書館に関して質問させていただきます。 

 資料の１３６ページの図書館サービスの充実に係る事業といたしまして、具体的措

置のところで、図書館で借りるときに、この読書通帳導入をされて、現在、何名の方

が利用されているか。 
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 それともう一つ、私が一般質問をしたんですけれども、本の除菌機の購入の件なん

ですが、私も、利用してらっしゃる方、町外の方からなんですけれども、筑前町には、

この除菌機がないんですかということを何人かから聞かれたことがあったんですよ

ね。町として検討されているのかどうか、ちょっとご質問いたします。 

 委 員 長  生涯学習課長 

生涯学習課長  まず、読書通帳の発行冊数ですけれども、８月末の時点の数字になりますが、６５

０冊を発行しております。 

 もう１点、図書館の消毒機についてでございます。 

 消毒機、除菌機につきましては、紫外線を使って書籍を除菌するわけですが、この

方法については、いろいろと意見が出てきております。紫外線は紙にとって、紙の劣

化を招くとか、悪影響があると、そういうことで推奨できないというような意見も出

てきておるところでございます。 

 まずは、除菌機を使用している市町村の話を聞いてみたいということで、近隣では

朝倉市が導入しておりますので、現地で話を聞こうと調整をしたかったんですけれど

も、特別警報、緊急事態宣言と続いておりますので、現在のところ、ちょっとまだ調

整のめどが立っていません。コロナの状況が落ち着きましたら、まずは朝倉市の現状

を聞いて、話を聞いてですね、検討させていただきたいと思います。 

 以上です。 

 委 員 長  石橋委員 

 石橋委員  図書の職員の方が手作業で、返却されたときには消毒をきちんとしていただいてお

りますけれども、利用者としては自分で消毒機に入れてできますので、その分もまた、

職員の方の手間の時間も削減できると思いますので、ぜひ、検討のほどよろしくお願

いいたします。 

 委 員 長  回答はよろしいですか。 

 石橋委員  はい、いいです。 

 委 員 長  柳委員 

 柳 委 員  図書館について、何点かご質問させていただきます。 

 資料の１３６ページ、決算書は１９２ページなんですけれども、図書館業務の委託

料の件ですが、３,０００万円ずつ、めくばーるとコスモスと、それぞれあがってお

りますけれども、これは同一業者とか、入札等でお決めになったんでしょうか、第１

点目です。 

 委 員 長  生涯学習課長 

生涯学習課長  お答えします。 

 コスモス図書館とめくばーる図書館は、どちらも株式会社クリーン商会に業務委託

を行っています。同一の会社でございます。プロポーザルの提案方式で業者を選定し

ております。 

 以上です。 

 委 員 長  柳委員 

 柳 委 員  僕、思いますに、図書館っていうのは特色を出す場所だろうと思うんですよ。めく

ばーるはめくばーる、コスモスはコスモスと、図書館の特色を出すっていうのであれ

ば、業者は別々の業者で、そして、その中で図書館同士が、戦うという言い方は悪い

んですけれども、もみ合いながら、いろんな行政サービスを考えていくようなシステ

ムをしていただいたら、もっと図書館の利用者が増えるんではないかっていうふうに

自分は思っております。 

 それからもう１点、備品購入の中で、図書の購入費ですけれども、両館とも若干の

差があるんですが、例えば、両方とも同じ図書を買ってる部分があるんでしょうか、
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お尋ねします。 

 委 員 長  生涯学習課長 

生涯学習課長  お答えします。 

 まず、なぜ同一の業者かというところですけれども、一つには、両図書館どちらも

町の図書館として、強い連携が必要ということもございます。また、統一的な考え方、

方針のもとで、一定の分野では、委員が言われたように役割の分担であるとか、各館

の特色を打ち出していく必要があると考えています。そういった意味で、２つの館が

歩調を合わせて協力、連携して運営していくのに、同一の会社のほうが効率的ではな

いかと考えております。 

 また、もう１点としまして、図書館の業務を委託できる会社、現状それほど多くあ

りません。今回の選考も３社から提案を行ってもらって、一番優れた提案を行った業

者と契約したということになります。今後、多くの事業者さんが参入してくれば、ま

た違った方法もあるかと思いますが、現時点では、効率面からも別々に選考を行うよ

りも、一番優れた提案を行った業者にですね、１社に両館の運営をお任せするのがい

いのではないかと考えております。 

 令和２年度から６年度までの５年間の委託ということになっておりますので、この

５年間でしっかりと問題点、課題などを抽出して、次回、どういった形で運営、選考、

こういったものを行っていくのかですね、幅広く総合的に検討していく必要があると

思っております。 

 以上です。――すいません。もう１点、備品購入費の金額の差ということです。 

 まず、金額の違いということですけれども、積算の要素の一つであります蔵書数、

それから利用者数、貸出冊数、こういったもので両館に差がありますので、年間の図

書資料購入費に差がある、令和２年度に購入した書籍とかの冊数に差があるというこ

とでございます。 

 それと重複に関しては、やはりメジャーなものといいますか、人気があるもの等は

両館それぞれで需要がありますので、一定程度の重複はあるということでございま

す。 

 以上です。 

 委 員 長  柳委員 

 柳 委 員  重複があるということです。雑誌類の重複は、僕はいいと思うんですけれども、例

えば、同じ本をそれぞれの図書館に置くのはどうかと思います。というのが、僕は、

コスモスで借りた本でも、めくばーるで返せるんですよね。ということは、交流があ

るんですよね。だから、インターネットでもスマホでも、例えば、筑前町のインター

ネットで見れば、図書館にどんな本があるかというのを調べられるんですよね。そし

て、その本がどこにあるかというのを調べていただいて、じゃあ、夜須側の人がコス

モスで本を借りたいけれども、その本はめくばーるにしかないということであれば、

連絡を取り合って、こっちに送ってもらって、何日の日に取り寄せられますからとい

うことであれば、倍の本が買えるんですよ。――ですよね。委託業者が、そういうこ

とを考えてくれてるのかということですよね。それから、もしそうじゃなかったら、

うちの職員の中にも司書の方がいらっしゃいます。要するに図書館業務に採用された

方がいらっしゃるんですよね。そういう方が、やっぱり中心になって、その問題解決

とか、図書館をもう少し発展させようという考え方はできないのかというのを思って

おります。 

 また、これからネット時代、タブレット、それからインターネットで調べられるん

です。よそのところはですね、例えば、本が読めなくても、この本のあらすじをです

ね、「あっ、こういう本なら借りてみよう」というふうな人が、僕、出てくると思う
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んですよ。そういうことの取り組みを、ぜひやっていただきたいと思うんですけれど

も、いかがでしょうか。 

 委 員 長  生涯学習課長 

生涯学習課長  お答えします。 

 まず、重複についてでございます。概算ですけれども、大体重複しているのが一般

書で３０％程度、児童書で５０％程度、雑誌で２５％程度が重複したタイトルになっ

ているという、概数ですけれども、そういう割合が出ております。 

 住民の方、確かにこれに関しては、いろいろ意見があります。人気の本になります

と、冊数が少ないと、ずっと貸し出し中になっているということで、なかなか順番が

回ってこないとか、いろんな考え方がございます。そこら辺は、先ほど委員言われた

司書、業者のほうがしっかりと考えまして、私どももそこら辺は点検しまして、一定

での重複はありますけれども、その需要とのバランスを考えて、購入を決定している

ところでございます。 

 あと１点、電子関係のお話です。なかなか電子図書というとこになりますと、ハー

ドルだったり、大きな課題がまだまだある部分がありますけれども、委員ご指摘があ

った、あらすじが読めるとか、そういった関係については、どういう方法があるのか、

少しですね、十分に検討していきたいと思います。 

 以上です。 

 委 員 長  柳委員 

 柳 委 員  自分も図書館利用させてもらって、あそこのパソコンで本の名前調べてるんですよ

ね。出版会社とか作者名は分かる。題名と作者名は分かります。内容が、ちょっとで

も書いていただくと、「あっ、これだったらちょっと読んでみよう」とか、それでも

同じ名前でずらっとあるんですけれども、同じ作者の名前でも、本によって、例えば、

題名は同じだけれど、作者が違うとかっていうのが結構あるんで、ちょっと付け加え

ていただいたらうれしいと思います。 

 それから、もう１点最後なんですけれども、資料の１３７ページの一番最初のとこ

ろで、図書館資料の整備事業っていうことで、「定期的に図書館の資料を受け入れし、

図書館資料の充実が図られ、利用者サービス向上につながった」とあるんですけれど

も、例えばですね、僕は、専門書、数冊持っているんですけれども、その専門書です

ね、これ大学時代に買った専門書なんですけれども、そういうのを図書館に、本当に

専門書の資料なんで、資料として寄贈できるのかどうかっていうのを。そしたら、筑

前町にはたくさんの、専門書を持ってらっしゃる方がいらっしゃると思うんですよ。

そうすれば、その専門書を図書館に置くか、もしくは蔵書でですね、要するに倉庫で

もいいんですけれども、置いていただいて、それをインターネットとか図書館のパソ

コンで調べて、「こういう本があんなら、ぜひ自分も研究してみようか」というふう

なですね、そういう図書館にしていただきたいんですよ。 

 小学校は小学校なりに、僕、見に行ったんですけれども、小学校の図書館は、ほと

んど小学生向け、表紙は漫画チック、要するにアニメチックの本ばっかりです。中学

校の図書館は、やっぱり中学レベルの本なんですよね。そして、詳しい本は受験に役

に立つような本、そして、高校の図書館もよく調べに行ってたんですけれども、高校

の図書館は、高校生が大学に行くため、それから、高校の中で部活をするための、僕

は山登りしてたんで、気象の本をたくさん読んで、自分で天気図書いたりしてたんで

すけれども、そういう本があるんですよね。こういう町立の図書館っていうのは、僕

ら成人が使う図書館だろうと思ってるんですよ、成人が。 

中学生とかいっぱい来てるんですけど、勉強しに来ているだけですよ、ほとんど。

本を読みに来てる子どもたちはあんまりいないんですよね。だから、成人の人たちが、
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もっと一生懸命、この町の中で豊かになっていこうという気持ちがあれば、何か方策

があるんではないかっていうふうに、僕、思うんです。ちょっとこれは一般質問しな

きゃいけないような課題かもしれませんけど、ここで言う課題ではないかもしれませ

んけれども、要するに、将来の課題として、ぜひ取り組んでいただけたらって思って、

ちょっと言い過ぎたかもしれませんけれども、よろしくお願いします。 

 委 員 長  生涯学習課長 

生涯学習課長  お答えします。 

 まず、寄贈についてですけれども、寄贈については、基準を設けておりますので、

そういったところで寄贈の判断をしていきたいと考えております。個別にご相談いた

だければと思います。 

 それから、図書館の課題といいますか、これからの図書館についてというところで

すけれども、私たち公立図書館は、町民の生涯学習を支える場として、最新の情報を

提供すること、それからまた、地域の歴史、文化の普及に資するための地域資料の収

集、整理、保存、学校教育への支援、仕事に役立つ専門的な情報の提供など、町の知

の拠点である必要があると考えています。また、時代の変化に伴いまして、学習意欲

の向上であるとか、学習目的の高度化、多様化、こういったもの、新たな社会のニー

ズに対して、今後、より一層積極的に役割を果たしていくことが求められていると考

えます。 

 図書館は、学ぶ人の側といいますか、図書館を利用する人の側に立った施設である

必要もございます。単に、本の貸し借りをするためだけではなくて、より地域の問題

や課題に理解を深め、解決するためのサポートができるように運営努力を続けること

で、住民の方々が図書館を応援してくれるような環境になれば、そういった図書館づ

くりを、今後、やっていきたいと考えております。 

 以上です。 

 委 員 長  柳委員 

 柳 委 員  最後にいいことを言っていただきまして、ありがとうございます。これからもいい

図書館を目指して、頑張っていただきたいと思いますので、よろしくお願いいたしま

す。 

 委 員 長  寺原委員 

 寺原委員  成果の課題の１３５ページ、一番上の段の社会教育委員設置事業ですね、社会教育

委員の会主催で、大刀洗平和記念館の中学生ボランティアガイド事業というのがあり

ます。非常にいい事業をなさっていると思ってます。残念ながら、コロナウイルスの

感染拡大に伴って中止となったということですけども、例年、沖縄から中学生中心に、

平和学習に来られてまして、記念館、それから長崎と広島に行かれて、交流を本町と

も、やっていたんですけども、沖縄からも来られなかったということが、今回、ボラ

ンティアガイド事業そのものが中止になった大きな要因になったのかどうか、ちょっ

とその辺りを教えてください。 

 委 員 長  生涯学習課長 

生涯学習課長  お答えします。 

 昨年度事業が中止になった一番大きな要因は、緊急事態宣言中であったということ

が原因で、沖縄からの訪問がなかったから中止をしたということではございません。 

 委 員 長  寺原委員 

 寺原委員  この中学生ボランティアガイド事業というのが、今、社会教育委員の会の非常に、

活動の大きな柱になっております。ぜひ今後とも続けていただきたいし、今回は中止

になったのはやむを得ないなというふうにも思うんですけども、何かできることがな

いのかなというふうにも思うわけですね。夏休みということで、長く何回にもわたっ
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て、この事業がなされるはずだったんですけども、それはできないということであれ

ば、何かしらですね、代わりになるようなものが、何かできないのかなというふうな

気もしますので、ぜひ今後とも、検討をしていただきたいと思っています。よろしく

お願いします。 

 委 員 長  木村博文委員 

木村博文委員  資料の１３８ページの中段の青少年育成指導員会業務という部分についてお尋ね

いたします。 

 これ、資料から見ますと残念ながら、コロナウイルス感染拡大防止のために全てが

中止になったということで読み取れるんですけども、そういう認識でよろしいです

か。 

 委 員 長  生涯学習課長 

生涯学習課長  お答えします。 

 昨年度に関しましては、コロナの影響で活動ができなかったということでございま

す。 

 委 員 長  木村博文委員 

木村博文委員  将来の課題に「育成指導員の必要性・役割は高まってきている」ということで、認

識してあるんですね、受け止めてあるんですね。何かすることがあったんじゃないか

なって思うんですね。私も以前、青少年育成指導員を長いことしてましたけども、例

えば、北筑後の生涯学習センターだったですかね、ちょっと施設名忘れましたけども、

そういうとこに行くと、いろんなスキルアップの資料があるんです。それを配布され

たこともありました。それはもちろん、コロナ等でできなかった代わりっていうわけ

じゃないんですけど。１年間あるんですから、何かそういうふうな取り組みですね、

やっぱり必要性を感じてあるんだったら、そういうふうな資料配布とかですね。指導

員さんの中に、青少年育成町民会議の育成部会に、派遣という形になるんですかね、

何名か入ってあると思います。これは、育成部会と青少年指導員会が分かれたときに、

やっぱり連携が切れてしまうのはよくないと、なおかつ、育成部会の活動の中に入る

ことによってスキルアップを図って、それを青少年指導員会のほうに波及させるとい

うふうな意味合いでしてたんです。だから、多分活動はされてあると思うんですよ、

その方たちが。それもここに入れていいと思うんですけど、その辺りどうですか。 

 委 員 長  生涯学習課長 

生涯学習課長  お答えします。 

 生涯学習課は、青少年育成の事業に限らず、幅広い事業でコロナの影響を非常に多

く受けております。その影響を受けてる事業に関して、コロナの中でどういった活動

ができるのかというところを含めて、きちんともう一度確認をしながら、できること

をやっていくということ、コロナの中でもできることを検討しやっていくということ

を、今年度は取り組んでいきたいと考えております。 

 それと育成部会の活動、育成部会の方が部会として活動した分に関しましては、そ

の下の項目のほうに、青少年育成町民会議事業の育成部会というところで触れている

ところでございます。 

 以上です。 

 委 員 長  木村博文委員 

木村博文委員  私、後段の部分については、何かこれ見ると、全く育成指導員会がしてないってい

うふうに感じとれるからですね、やっぱりここにも、ちゃんとそこに派遣してスキル

アップを図ったっていうのをですね、実際にいらっしゃるんですよ。やっぱ年に何回

も出てきて活動された方がいらっしゃるんですよ。だから、ぜひ、そこにも記録とし

て残してください、お願いします。 



13 

 

 委 員 長  生涯学習課長 

生涯学習課長  分かりやすい資料の作成に努めたいと考えております。 

 以上です。 

 委 員 長  これで質疑を終わります。 

 以上で生涯学習課を終わります。 

 これで歳出を終わります。 

 委 員 長  続きまして、歳入の説明を求めます。 

 財政課長 

 財政課長  それでは、一般会計歳入についてご説明いたします。 

 歳入につきましては、決算の概要においても説明していますので、重複しないよう

主なものを説明していきます。 

 決算書９ページからの事項別明細書で説明いたします。 

 １款町税につきましては、税務課より説明があっておりますので省略させていただ

きます。 

 １１ページをお願いします。 

 ２款地方譲与税につきましては、１億５,１８３万６,０００円で、前年度より１８

４万９,０００円余の増額です。 

 ３款利子割交付金は１９８万３,０００円で、前年度より７万７,０００円の増額で

す。 

 １３ページです。 

 ４款配当割交付金は９９８万２,０００円で、前年度より９４万７,０００円の減で

す。 

 ５款株式等譲渡所得割交付金は１,３０３万９,０００円で、前年度より６３７万円

の増額です。 

 ６款法人事業税交付金は１,３０６万８,０００円です。 

 ７款地方消費税交付金は５億８,６１４万７,０００円で、前年度より１億１,４６

７万１,０００円の増額です。 

 １５ページです。 

 ８款ゴルフ場利用税交付金は１,５７８万４,０００円余で、前年度より１５５万

２,０００円余の減額です。 

 ９款環境性能割交付金は１,８５８万１,０００円で、前年度より９７８万円の増額

です。 

 １０款国有提供施設等所在市町村助成交付金は１,６９２万５,０００円で、前年度

より１５３万９,０００円の増額です。 

 １７ページです。 

 １１款地方特例交付金は４,１３８万３,０００円で、前年度より６３２万３,００

０円の増額です。 

 １２款地方交付税は３６億８,２１５万６,０００円です。前年度より５,１３２万

５,０００円の増額となっております。 

 １３款交通安全対策特別交付金は６０９万円で、前年度より５６万円の増額です。 

 １４款分担金及び負担金は、調定額１億８,１２３万９,０００円余に対し、収入済

額１億７,７２４万３,０００円余、収入未済額３９２万４,０００円余でございます。 

 収入未済額につきましては、１９ページの２項３目１節児童福祉費負担金の保育料

の未納分でございます。 

 １５款使用料及び手数料は、調定額２億５,７０６万２,０００円余に対し、収入済

額２億３７１万２,０００円余で、前年度より３,４３９万１,０００円余の減額です。 
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 減額の主な要因は、大刀洗平和記念館入館料の減によるものです。収入未済額は５,

３３４万９,０００円余です。 

 収入未済額につきましては、２１ページの７目２節町営住宅使用料の未納分となっ

ております。 

 ２３ページです。 

 １６款国庫支出金は、収入済額４９億７,１８４万３,０００円余で、前年度より３

７億９,４２９万２,０００円余の増額です。 

 主なものは、２５ページの１項３目民生費国庫負担金の児童手当負担金３億６,７

６６万１,０００円余、児童福祉費負担金２億７,２８５万５,０００円余、国民健康

保険基盤安定負担金３,０４８万円余、心身障害者保護費負担金３億６,５１６万４,

０００円余、２項２目総務費国庫補助金の総務費補助金３４億８,８３０万１,０００

円余で、この内訳の主なものとしましては、特別定額給付金給付事業費、事務費の補

助金、合わせての２９億９,４６６万５,０００円余、新型コロナウイルス感染症対応

地方創生臨時交付金４億６,３８４万５,０００円となっております。 

 ２７ページです。 

 ２項３目民生費国庫補助金の児童福祉費補助金８,１３１万９,０００円、４目衛生

費国庫補助金の保健衛生費補助金５,３７４万７,０００円、９目教育費国庫補助金の

教育総務費補助金８,８０５万４,０００円余、義務教育費補助金１億８,７５０万７,

０００円などでございます。 

 ２９ページです。 

 １７款県支出金です。収入済額１３億５３万４,０００円余で、前年度より１億４,

４０３万３,０００円余の減額です。 

 主なものは、１項３目民生費県負担金の児童手当負担金８,０４２万１,０００円

余、国民健康保険基盤安定負担金９,３５２万４,０００円余、児童福祉費負担金１億

２,２６７万２,０００円余、心身障害者保護費負担金１億８,２４８万６,０００円

余、３１ページの後期高齢者医療保険基盤安定負担金６,７４８万３,０００円余、２

項３目民生費県補助金の社会福祉費補助金５,５８１万６,０００円余、３３ページの

児童福祉費補助金７,１１４万８,０００円余、５目農林水産業費県補助金の農林水産

業費補助金２億３,００７万円余、３５ページの１０目災害復旧費補助金の農林水産

施設災害復旧費補助金１億９,４７５万８,０００円余、公共土木施設災害復旧費補助

金７,７７７万６,０００円。３７ページ、３項２目総務費県委託金の徴税費委託金４,

５６６万２,０００円余などでございます。 

 １８款財産収入は、収入済額６,５２９万円余で、前年度より６８９万５,０００円

余の増額です。 

 ３９ページです。 

 １９款寄附金は、収入済額２億７７４万円余で、前年度より３,１８６万５,０００

円余の減額です。４０ページの備考に記載のふるさと応援寄附金の減少によるもので

す。 

 ２０款繰入金は、収入済額５億９,０３９万７,０００円余で、前年度より８,３０

２万８,０００円余の増額です。 

 増額の主な要因は、４１ページの公共施設等整備基金繰入金が前年度より２億８,

０６４万８,０００円余増額したことによるものです。 

 ２１款繰越金は、収入済額３億９５０万３,０００円余です。 

 ２２款諸収入は、収入済額１億５,６９６万３,０００円余です。 

 収入未済額が９万５,０００円となっております。これは４３ページの３項４目専

修学校等技能習得奨励金貸付金収入の４万５,０００円、及び５目の高等学校等奨学
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金貸付金収入の１万円によるものです。文書、電話等による督促をしていたものの、

５月末までの納付がなされなかったものです。なお、専修学校等技能習得奨励金貸付

金につきましては、６月２１日に未納分の一部について返済があっているということ

です。４７ページ、５項３目弁償金の４万円につきましては、公園施設の破損に対す

る実費弁償金ですが、５月末までに全額納付がなされず、一部収入未済となったもの

です。なお、７月２８日に全額納付済みとなっております。 

 ２３款町債につきましては、６億８,７７２万９,０００円の借り入れを行っており

ます。前年度より１億１,６０７万９,０００円の増額です。 

 以上で説明を終わります。 

 委 員 長  歳入の説明が終わりましたので、質疑に移ります。 

 河内委員 

 河内委員  今度１０月１日からたばこが値上がりするんですけれども、この値上げによって、

たばこ税どれくらいの収入を見込んでありますか、お尋ねします。 

 委 員 長  税務課長 

 税務課長  税務課よりお答えいたします。 

 たばこ税につきましては、令和３年１０月１日より、千本あたり６,１２２円から

６,５５２円に改正されます。今後につきましては、見込みは立てておりませんけれ

ども、申告され、調定していきたいというふうに考えております。 

 委 員 長  河内委員 

 河内委員  値上げを機に禁煙しようっていう人も出るかもしれませんけれども、たばこ税、町

に入る割合が非常に高いんで、なるべく町内購入を呼びかけていただきたいと思いま

す。 

 委 員 長  ほかに質疑はございませんか。 

 （質疑なし） 

 委 員 長  これで質疑を終わります。 

 これから、認定第１号「令和２年度筑前町一般会計歳入歳出決算の認定について」

を採決したいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

 （異議なし） 

 委 員 長  異議なしと認めます。 

認定第１号は、認定することに賛成の方は挙手を願います。 

 （賛成者挙手） 

 委 員 長  挙手多数です。 

 したがって、認定第１号は認定すべきものと決定しました。 

 委 員 長  次に、認定第２号「令和２年度筑前町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認

定について」を議題とします。 

 説明を求めます。 

 健康課長 

 健康課長  健康課です。これから特別会計に入ります。 

改めてよろしくお願いいたします。 

 元年度につきましては、一般会計からの法定外繰入金なしで、約１億６,９６０万

円の黒字となりまして、この剰余金から１億４,８７０万３,０００円の基金積み立て

を２年度にさせていただきました。 

 そして２年度も、コロナの影響を心配しておりましたけども、被保険者をはじめと

した、議会の皆様のご理解とご協力、ご指導のもと、元年度に続きまして、一般会計

からの法定外繰入金なしに、１億３,２５７万８,０００円の黒字となっております。
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引き続き今後の見通しを立て、安定し継続した国保財政運営に取り組みを進めていき

たいと考えておりますので、皆様方のご指導を引き続きよろしくお願いいたします。 

 それでは、令和２年度国民健康保険事業特別会計決算及び実績報告書について、ご

説明申し上げます。 

 まずは、決算書からご説明申し上げます。 

 歳出から説明いたしますので、決算書２２２ページをお願いいたします。 

 １款１項１目一般管理費、支出総額４,４７８万５,０００円余、前年度より１０５

万８,０００円余の減額となっており、１２節委託料、国保オンライン資格確認対応

業務委託料２３１万円のシステム改修補助事業の増額もございますけども、主に２節

から４節の人事異動によります職員人件費の３９４万１,０００円余の減によるもの

でございます。 

 次に、２２４ページ、１款１項２目国民健康保険団体連合会負担金、支出総額１４

５万１,０００円余、国保連合会への事務費負担金です。 

 １款２項１目賦課徴収費、支出総額２６４万４,０００円余で、主な支出は、７節

報償費の国保税に係ります税務課の徴収対策専門員の報償費１２０万円余と課税通

知等に係る１１節通信運搬費１１１万３,０００円余になります。 

 １款３項１目運営協議会費、支出総額４万２,０００円、国保運営協議会２回開催

の委員の日額報酬となっております。 

 ２款保険給付費は、２２４ページから２３０ページまでの療養諸費、高額療養費、

出産育児諸費、葬祭諸費を支出しておりまして、前年度から６,４０５万６,０００円

余の増額の、支出総額２２億３６７万２,０００円余となりました。 

 木村博文委員の事前通告書にございましたけども、主な増額要因につきましては、

療養諸費、１９億１,７３４万９,０００円余で、前年度から４,４６９万８,０００円

余の増額となっております。これは外来医療費は、コロナの影響によりまして、受診

控えと思われまして、前年度から３.５％の減となっておりますけども、特に入院医

療費が前年度から１０.８％増の約１億６００万円の増額となっております。 

 疾病で中身を見てみますと、喉頭がん、鬱病、関節疾患、大腸がん、脳出血が１,

０００万円以上の増額となっていますのが増額要因の一つとなります。今年度につき

ましても、入院医療費の増が続いておりますので、今議会で補正予算をお願いしてお

るという状況でございます。よろしくお願いしておきたいと思います。 

 ２３０ページから２３２ページ、３款国民健康保険事業費納付金につきましては、

前年度から４,４１７万円余の増額で、支出総額８億６,９１５万３,０００円余の納

付金を県へ支出しております。県が保険料収納必要額を市町村ごとの被保険者と所得

水準で按分し、それぞれに医療費水準を反映することにより、市町村ごとに納付金が

算定されたものを納付したものです。 

 本町は負担緩和措置を受けておりまして、納付金額は抑えられておりますけども、

今後の本町への措置は不透明であり、負担緩和措置制度も令和５年度までとなってお

ります。また、現在、６年度以降での県内国保税均一化に向けた協議も行われており、

安定した継続的な国保財政運営をしていくためにも、この納付金については注視し、

引き続き納付金を含めた財政運営の取り組みを行わなければならないと考えており

ます。 

 ２３２ページ、６款保健事業費です。主にレセプト点検事業、特定健診事業の支出

となっており、前年度から１６１万２,０００円余の増額の、支出総額３,６１４万５,

０００円余の支出となっております。 

 内訳としまして、１項保健事業費は、前年度とほぼ変わらずの６３２万６,０００

円余で、主な支出は１２節レセプト点検業務委託の４２４万９,０００円余で、年間
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約９００万円の効果額が出ておりまして、継続して取り組みを進めます。 

 ２３４ページ、２項特定健康診査等事業費は、前年度から１５７万６,０００円余

の増額で、２,９８１万８,０００円余となっております。 

 主な増額の要因は、１２節委託料の健康づくり運動指導業務委託料５０１万７,０

００円余で、前年度から５１万９,０００円余の増額となっており、これは、体力・

筋力向上、生活習慣病の予防などを目的にいくつかの教室を開催しておりますけど

も、その中のエクササイズスペースは、前年度夜の部に加え、昼の部も加えまして開

催し、２年度は会場に少年大使館を加え開催したことで回数増となったものです。し

かしながら、新型コロナの影響で中止も行いましたので、計画どおり進めることがで

きない状況の中で、健康づくりは、コロナ禍の中では特に進めていかなければならな

いという職員の思いから、工夫を凝らし、ホームページ上で健康づくりの動画配信を

７回行い、健康づくり啓発等も行いました。今年度はこれに加え、オンラインでの運

動教室等も行って、コロナ禍の中、住民の健康づくりの普及推進に努めております。 

 ２３６ページ、７款基金積立金は、前年度１２月定例会におきまして、今後の国保

事業の円滑な運営を図るために、新たに国民健康保険事業運営基金を制定させていた

だき、元年度決算剰余金から１億４,８７０万３,０００円の基金元金積立をさせてい

ただいたものです。今年度につきましても、今議会で基金積立の補正予算をお願いし

ておりますので、よろしくお願いいたします。 

 ９款諸支出金は、前年度から２,０７９万２,０００円余の増額で、支出総額２,２

６５万４,０００円余となっており、増額の主な要因は、前年度はございませんでし

たが、２３８ページ、６目２２節の過年度普通交付金返還金２,０００万７,０００円

余の支出によるものです。 

 １０款予備費の充用はございません。 

 以上、歳出予算現額３４億１,１９８万５,０００円に対し、支出済額３３億２,９

２５万１,０００円余で歳出決算を終えております。 

 続きまして、歳入のご説明を申し上げます。ページ戻りまして、２１２ページをお

願いいたします。 

 歳入です。１款国民健康保険税です。２年度もコロナの影響を心配しておりました

けども、ご報告のとおり、元年度に続き、一般会計からの法定外繰入金なしでの黒字

となり、この黒字の主な要因の一つとしまして、コロナ禍の中で影響を心配しており

ました国保税は、被保険者のご理解、ご協力と税務課の取り組みによりまして、現年

分収納率は前年度を上回り、９６.５１％、滞納分も前年度を上回り、１４.４０％と

なり、前年度収納額を下回ることなく、４７８万７,０００円余の増額の７億１,５５

８万７,０００円余となりました。 

 ２１４ページをお願いいたします。 

 ５款国庫支出金です。前年度はございませんでしたけども、７５５万８,０００円

の収入となっており、内訳として、災害臨時特例補助金６１６万１,０００円で、こ

れは、新型コロナの影響によります減免措置を行った５１件、約１,０８０万円の１

０分の６相当額の補助金になっております。３年度はこの分がなく、地方創生臨時交

付金での活用充当を今議会でお願いしているところでございます。残りの１０分の４

相当額につきましては、この後の県支出金特別調整交付金で措置されております。ま

た、１３９万７,０００円を、オンライン資格確認システム整備費補助金として収入

をしているところです。 

 次に、６款県支出金です。前年度から９,７２９万９,０００円余の増額で、収入総

額２３億１,０１１万２,０００円となっております。これは、主に保険給付費に要す

る費用見込みにより概算交付される１節普通交付金が、前年度から８,５８８万８,０
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００円余の増額の、２２億４,２５３万９,０００円の収入となったことによるもので

す。ただし、この交付金につきましては、翌年度精算となっており、２年度の医療費

は約２１億８,４００万円と、普通交付金を下回りましたので、差額であります約５,

８００万円の返還を、今議会の補正予算でお願いしておりますので、よろしくお願い

いたします。 

 ２節特別交付金６,７５７万３,０００円は、市町村の特別な事情に対し、その事情

に考慮し交付されたもので、予防、健康づくりや保険税の収納率向上など、保険者で

ある市町村の取り組みや成果を点数づけし、交付金を配分する仕組みである保険者努

力支援分や、新型コロナの影響による減免措置を行った１０分の４相当額が含まれて

いる、特別調整交付金などを含んでの交付金となっております。 

 ２１６ページをお願いいたします。 

 １０款繰入金です。前年度から１,４７０万２,０００円余の減額で、総額２億５,

０９６万２,０００円余を一般会計から繰り入れしておりますけども、２年度も報告

どおり、法定外繰入金はございません。減額の主な要因は、人事異動に伴う減と、事

務費の減によります前年度から８６０万５,０００円余の減となった職員給与費等繰

入金、及び前年度から９６２万３,０００円余の減の公費医療減額調整分である、そ

の他一般会計繰入金です。繰入金につきましては、制度に沿って適正に繰り入れして

いるものでございます。 

 ２１８ページをお願いいたします。 

 １１款繰越金１億６,９５５万９,０００円余は、前年度決算剰余金となっておりま

す。 

 １２款諸収入、前年度から１,２３８万２,０００円余の減額で、収入総額７４６万

３,０００円余となっております。 

 減額の主な要因としましては、２２０ページ、雑入、５目一般被保険者第三者納付

金が、前年度は１００万円を超えます案件が４件完了と、年間件数も１５件と多く、

２年度におきましては、件数も５件と前年度から大きく減少したことが要因で、前年

度から１,１７３万６,０００円余の減額の１４８万５,０００円余となっておりま

す。 

 以上、歳入予算現額３４億１,１９８万５,０００円に対し、収入済額３４億６,１

８２万９,０００円余で決算を終えております。 

 ページは飛びますが、２４０ページをお願いいたします。 

 実質収支に関する調書で、歳入歳出差引額１億３,２５７万８,０００円と、前年度

に続いての黒字となっております。これを３年度への繰越し措置として、今議会の補

正予算でお願いしておりますので、よろしくお願いいたします。 

 続きまして、決算審査特別委員会資料でご説明申し上げます。 

 ２２ページをお願いいたします。 

 まず、１番の決算状況につきましては、ご説明申し上げましたので、省略させてい

ただきます。ご確認いただければと思っております。 

 ２３ページをお願いいたします。 

 ２番の国保世帯・被保険者の状況です。 

 前年度と比較いたしますと、世帯数は３０世帯の増加、被保険者数は４人の減少、

７５歳以上の人口は３人減少と、現年度までは７５歳以上の後期高齢者医療への移行

する被保険者が増加しておりましたけども、２年度につきましては、新型コロナの影

響で離職者によります国保加入、７５歳以上の移行がほぼ変わらなかったことから、

被保険者数は、ほぼ横ばいとなっております。 

 ２４ページ、３．医療費の状況につきましては、元年度は医療費減少となりました
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けども、決算でも説明いたしましたとおり、２年度は外来医療費はさらに減額となり

ましたけども、入院医療費が増額し、再び増加に転じております。 

 ２５ページ、４．保険給付等の状況、２６ページ、５．国保税の状況につきまして

は、決算書で主な説明を申し上げましたので、省略をさせていただきます。 

 ６．レセプト点検の実績、７．ジェネリック医薬品の使用促進につきましては、記

載のとおりであり、医療費適正化の取り組みとして、今後も継続して取り組みを進め

てまいります。 

 ２７ページ、８．徴収金等の状況です。 

 交通事故などによる第三者行為と資格喪失後受診の医療費返還を計上しておりま

して、第三者行為につきましては、歳入決算で説明しましたとおりです。医療費返還

につきましては、受診者に直接請求事務を行っておりましたけども、元年度から、効

果を上げようと保険者間調整に取り組み、確実な返還に結びつけていることができて

おります。継続して進めてまいります。 

 ９．特定健診・特定保健指導につきましては、一昨日の一般会計の中で説明したと

おりですので、省略させていただきますけども、引き続き受診率向上対策に努めてま

いります。 

 ２８ページ、１０．重症化予防の取り組みにつきましても、一昨日説明したとおり

でございまして、個別保健指導、各教室の開催を通じ、生活習慣病の重症化予防に対

する取り組みを継続して進めてまいります。 

 ２９ページをお願いいたします。 

 １１．健康寿命の延伸に視点を置いた各種事業の推進では、健康寿命の延伸を基に、

コロナ禍の中でも運動習慣を身につけてもらうことを目標に、エクササイズスペース

をはじめ、記載している事業に取り組みを行い、継続して住民の健康づくりの取り組

みを進めていきます。 

 ３０ページ、１２．保険者努力支援制度につきましては、医療費適正化や保健事業

等に対する取り組みを評価し、基準を達成した保険者に対して交付金が交付され、イ

ンセンティブの仕組みを導入することで保険者機能の強化を図り、国保の財政基盤を

強化することも狙いとなっている制度でありまして、３０年度から本格実施されてい

るものでございます。 

 本町につきましては、職員はじめスタッフの頑張りで、県、全国の得点率を大きく

上回っており、県内１０位、全国でも２８１位と高い位置にあり、好成績を上げてお

ります。交付金は前年度から６３６万５,０００円増額の１,７５９万１,０００円が

交付されており、うち取り組み評価といたしまして、１５６万５,０００円増額の１,

２７９万１,０００円の収入となっております。指標内容につきましては、毎年見直

しもされておりますけども、大きな収入源でもあることから、点数が低い歯科検診の

実施についての課題もありますけども、引き続き本町に適した取り組み強化に努めて

まいりたいと思っております。 

 最後に３１ページです。 

 １３．当面の課題と、１４．具体的措置につきましては、ご報告どおり、２年度も、

元年度に続き黒字決算となりました。しかしながら、県への納付金は激変緩和措置に

よりまして、軽減を受けていること、来年度以降の納付金が不透明であること、被保

険者の減少が見込まれること、医療費が今後増加に転じることも予測できること、令

和６年度以降に国保税の県内統一が図られること、そして新型コロナの影響がどこま

で及ぶかなど、不透明な要素に備え、引き続き今後の見通しを立て、安定し継続した

国保財政運営に取り組みを進めていかなければならないと考えております。 

 この取り組みの一つとしまして、今議会でお願いしております２年度決算剰余金の
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基金積み立てを行い、今後の円滑運営に備えたいと考えておりますので、よろしくお

願いいたします。 

 あわせて、具体的内容は、特に変わりございませんが、一気に成果が出ることはな

く、地道な取り組みで徐々に成果が出てきてもおりますし、今後も出てくるものと思

っております。引き続き、健診受診勧奨対策、重症化予防対策、医療費抑制対策など

を行い、安定した国保財政運営に向けた取り組みを進めてまいりますので、今後とも

ご指導のほどよろしくお願いいたします。 

 以上で、令和２年度国民健康保険事業特別会計決算及び実績報告書の説明を終わり

ます。 

よろしくお願いいたします。 

 委 員 長  説明が終わりましたので、質疑に移ります。 

 木村博文委員 

木村博文委員  資料の２２ページでお尋ねいたします。 

 ここが一番分かりやすいので、先ほど課長の説明に、前もって回答されましたので、

要因についてはよく分かりました。ただ、やはりですね、数字だけを見ますと、前年

度大きく、前々年度から減っていた分が、今年度は、令和元年度から令和２年度は増

えたということで、ちょっと心配しているわけですが、前々年度からすれば、まだ１

億５,０００万円ほどのマイナスということで、今からですね、どういうふうな推移

で進んでいくものと予想されてあるものか。それから、それに対しての何らかの取り

組みっていえば、もちろん、もう全部健康づくりの、今報告があった全体の健康づく

りだと思うんですが、やはり、この数字を改善するために何か考えてあるものか、そ

の辺りをお尋ねいたします。 

 委 員 長  健康課長 

 健康課長  お答えいたします。 

 担当のほうも、今、医療費の上がり具合については、非常に心配しているとこでも

ございます。 

 補正予算でお願いしていますとおり、今年につきましては、令和２年度を上回るよ

うな医療費の増高になっていることから、補正予算をお願いしているような状況でご

ざいます。 

 やはり、コロナの受診控えもあったかもしれませんが、そういったことが徐々にや

っぱり、我慢されとった分が、医療機関のほうを受診をされる方が多くなってきた。

これも当たり前のことだと思っております。また、医療は受診をしていただかないと、

早期発見、早期治療もできませんので、我慢される必要はございませんので、ただ、

そういう方々が増えてきている。そして、２年度も先ほど申し上げましたように、入

院の件数が、やっぱり増えてきております。外来につきましては、そこまでの大きな

差はないんですけども、やっぱり入院がちょっと膨らんできておりますので、この部

分につきましては、やはり入院までに至るまでの、先ほど委員がおっしゃいましたよ

うに、健康づくり、早期発見、早期治療というのが、やっぱり大事なことになってく

るかと思いますので、ここはもう地道に健診の呼びかけをしながら、やはり原因、そ

ういった部分の予防、そういったことをやっぱり一人ずつ把握しながら、地道な保健

指導をしていくしかないかなといったところではあります。 

 あわせて、生活習慣病、そういった部分につながらないような形で健康づくり、な

かなかコロナ禍の中で教室が開かれてない現状もありますけども、先ほど言いました

ように、動画配信とかオンラインでも、参加されている方がやっぱり多いです。そう

いったことで健康づくりができてないということでやっぱり意識高く持ってですね、

取り組みをされている方々も多くなっておりますので、そういったとこを地道にやっ
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ぱりやっていくしかないかなといったところであります。 

 ただ、先ほど冒頭申しましたように、医療費の高騰が令和３年度は非常にちょっと

大きいですので、やはりその辺りも分析をしながら、予防できるような部分について、

取り組みが現時点でもできるような部分があれば、それは取り組みをしなければなら

ないと思ってますが、そこまでの分析にはまだ進んでおりません。地道な、今のとこ

ろ保健指導と健康づくりに取り組みを進めて、医療費抑制とそういった部分の健康づ

くりに取り組みを進めていきたいというふうに考えております。 

 以上です。 

 委 員 長  ほかに質疑はございませんか。 

 河内委員 

 河内委員  資料の２２ページです。一番下の段です。 

 「令和２年度決算は、歳入歳出差引額が１億３,２５７万８,０００円となり、令和

元年度に引き続き」とあります。これが黒字なんですけれども、基金に積み立てなか

ったら、２億８,０００万円以上の黒字だったということで理解していいんですか。 

 委 員 長  健康課長 

 健康課長  お答えいたします。 

 元年度の決算で２年度に基金を積み立てなければ、そのまま繰越金に持っていきま

すので、委員がおっしゃってるような残高が出ているような状況になっているかと思

っております。 

 以上です。 

 委 員 長  木村博文委員 

木村博文委員  会計そのものではありませんが、去年も質問しておりましたので、ここ最近、この

会計が大変健全な会計になってきているということで大変喜んでおります。その裏

で、やはり職員の方がですね、一人ひとりがこれだけ力を出すと、こんな効果が出る

んだなって感心したということも、昨年のですね、よしてもらって、しかし、労務、

またメンタル面でものすごく負担がかかってるんじゃないかなということで聞いた

と思います。そのことについて、その後、何らかの取り組み、またそういう面で行わ

れたか、今の状況はどうあるか、その辺りをお尋ねいたします。 

 委 員 長  健康課長 

 健康課長  お答えいたします。 

 昨年に続きまして、現場に対してのお心遣い大変ありがとうございます。感謝申し

上げます。 

 人事当局のご協力も得まして、まず、健康課、一昨日の主要成果報告の中で申し上

げましたように、健康推進係を母子保健係と健康推進係の２つの係に分けまして、機

能強化をするということで、まず、体制づくりを見直しました。その中で専門的な分

野に、より専門的に取り組むことができて、スタッフの増員もできております。ただ、

それができたからといって、じゃあ、時間外が減るのか、取り組みが充実になるのか

というのは、また、ちょっと別の問題でありますけども、取り組みの強化につきまし

ては、非常に効果が出ているものと思っております。 

 時間外につきましては、やはり、先ほどの質問のとおり、保健指導をする方の医療

費が高くなってきているということは、保健指導される方が増えてきているという状

況にあります。やはりそれに張りつくスタッフは限られておりますので、やはり一人

が抱える人員というのが多くなってきているんで、そこは負担が減っているかといえ

ば、そこはあまり変わらないんじゃないかなと思っております。逆に、そういった方々

が、やっぱり住民の方々に残念ながら増えてきているという状況もありますので、１

人あたりの持ち分が増えてきている。それに対してスタッフが、じゃあ、増員できる
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かというとなかなかやっぱり専門的な知識を持ってあたっていただけなければなら

ないこともございますので、スタッフの確保というのが非常に大きな課題でもござい

ますけども、通常、職員としておるものを会計年度任用職員としているもの、そして、

スポットで来ていただく方にもお願いしているような状況です。そういったことを係

全体で考えながら、上手に係長を中心に、今、運営をしているというような状況もご

ざいますので、昨年度から大きな改善は進んでおります。 

 さらに、そういった部分を踏まえて課題を整理しながらですね、人事との協議もご

ざいますけども、そういった部分の整備体制をしながら、職員の健康管理には努めて

まいりたいと思っておりますので、今後もご指導よろしくお願いします。ありがとう

ございました。 

 委 員 長  木村博文委員 

木村博文委員  いろいろ試行錯誤されて頑張ってあるということ、これからもですね、本当、体を

壊さないように。職員の方が体を壊したら、本当、何もできなくなりますので、お願

いしたいと思います。 

 副町長、今のですね、いろいろ説明にもありましたけども、せっかくこれだけ国保

会計が改善してます。サービスを受ける方の割合を見てみると、どんどん増えてって

いるという報告も、今ありました。今年度もものすごく補正かけるぐらい増えている

っていうことでありますので、だからといって、じゃあ、マンパワーを増やせば、そ

れが全部回復できるかというと、それもちょっとそういう問題でもないということで

したけれども、やはり人がいないと、足りないと、やっぱり職員一人ひとりに負担が

かかるわけですね、だから、福祉サービス、また、健康課でも、ものすごく、要望が

増えているのは、その辺りをしっかりと対応していっていただきたいと思うんです

が。 

 委 員 長  中野副町長 

 副 町 長  健康課におきましては、非常に、スタッフ全て、かなりの負荷がかかっておるとい

うふうな昨年度の状況でございました。そういうことから、保健師の増とか、そうい

うのも図ってまいっております。そういうことで、十分ではないかもしれませんけど、

まずは、職員定員管理を十分やって、できる限りの配置はしたつもりでございます。 

 そういうことから、本当に、仕事の多様化というのがですね、非常に年々増えてお

ります。本当、土曜、日曜、私もよく役場に来ると、必ず健康係に電気がついてるわ

けです。そういうことで、非常に、その辺もまた、今後、考えていきたいというふう

には思っております。 

 以上です。 

 委 員 長  柳委員 

 柳 委 員  数字的なものをちょっとお聞きしたいと思います。 

 医療費の状況で２４ページなんですけれども、前年度比でですね、入院のところな

んですけれども、約１００人、そして金額として１億６００万円ぐらいの増額になっ

てるんですけれども、いくら自分で頑張って注意しようとしても、なかなか、不可抗

力によって入院せざるを得ないっていう方が多分いらっしゃると思います。自分の家

の周りでも、特に年配の女性の方、多分出産をされた方で、大腿骨の脛骨骨折によっ

て、足が動かなくなってということで。この脛骨骨折によると入院、最低３か月から

半年ぐらい必要なんですけども、結局、両足をされてということで、ちょっとつまず

いただけでもですね、骨折される方がやっぱり出てきて、高齢化社会になってきて、

ますます、不可抗力で、いくら自分が頑張っても、ちょっとつまずいただけで骨が折

れてしまうというような方が増えてくるとは思いますけれども、ざっと現在どれくら

い、不可抗力で入院をせざる、もう数字的に分からないかもしれませんけれども、い



23 

 

らっしゃるんではないかというふうに思って、いくらエクササイズとか何とかでみん

な頑張られてもですね、なかなか難しい方がいらっしゃると思うんで、ますます高齢

化になってくるんで、今後、どのような形で、やっぱり医療費を削減していくかとい

う課題は大きいと思いますけれども、その辺の見解が、もし分かりましたら、よろし

くお願いいたします。 

 委 員 長  健康課長 

 健康課長  お答えいたします。 

 入院に関しまして、不可抗力での、どれぐらい上がっているのかということだと思

っておりますけども、不可抗力かどうかはちょっと、私もそこまでは、ちょっと結果

的にもですね、そこまでは分かりませんが、不可抗力と思われる部分が、骨折とか関

節疾患とか、そういったとこが出てくるんじゃないかなと思っておりますけども、元

年度と２年度を比較しまして、医療費でいけばですね、骨折につきましては、９７０

万円ぐらい増額になっております。先ほど、１,０００万円以上の増額の要因は言い

ましたけども、それに続くような分がやっぱり骨折でございます。同じような関節疾

患につきましては、先ほど、説明の中で言いましたけども、１,０００万円超えてお

りまして、１,３００万円ほどの増額となっております。 

 やはり、そういったところはですね、毎年やっぱり出てきているような状況もござ

います。じゃあ、これをどうしていくかというのは、もうやはり、自分の個人の意識

を高くして、健康づくりに努めていかなければならないのが、やっぱり第一の要因じ

ゃないかなと。そこに、意識を高くするためには、町からの啓発も大切になってくる

んじゃないかなというふうに思っております。そういった部分を努めて、現場のスタ

ッフも考えて、健康づくり教室とか、そういった部分に参加できるような形で、一人

ずつお声掛けをして人員を増やしているような状況もございます。また、会場も増や

して、先ほど申しましたように夜の部から昼の部も加えて、参加者が幅を広げていこ

うと、参加できる年齢の幅を広げていこうということで、会場それから時間帯もして

いるような状況です。 

 あわせまして、今年度から、健康推進係の中で、主に、福祉課と連携してやってお

りますけども、高齢者の保健事業と介護予防の一体化、一体的実施事業、これにも取

り組んでおりますので、ここで、また、地域回りとかですね、地域ごとの課題を整理

しまして、より具体的にそういった部分の予防の指導、それから、かかった場合の保

健指導、そういった部分を、またさらに、取り組んでいこうといったところで、今年

度からですね、新たに健康推進係と福祉課と連携しながら取り組みをしているとこで

もございます。そういった部分が徐々に、効果が出てくれば、ちょっと、すぐには出

てこないと思いますけども、徐々に効果という、成果というか、本人の意識が、住民

の皆様の意識が高くなって、そういった部分に医療費につながっていくんじゃないか

なということで期待をしているとこでもございますので、こういったことを含めなが

らですね、取り組みを進めてまいりたいというふうに思っております。 

よろしくお願いします。 

 委 員 長  これで質疑を終わります。 

 これから、認定第２号「令和２年度筑前町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算

の認定について」を採決したいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

 （異議なし） 

 委 員 長  異議なしと認めます。 

 認定第２号は、認定することに賛成の方は挙手を願います。 

 （賛成者挙手） 
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 委 員 長  挙手多数です。 

 したがって、認定第２号は認定すべきものと決定しました。 

 休  憩  

 委 員 長  ここで休憩をいたします。１３時、午後１時から再開をいたします。 

（１１：５５） 

 再  開  

 委 員 長  休憩前に引き続き会議を開きます。 

（１３：００） 

 委 員 長  認定第３号「令和２年度筑前町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定につい

て」を議題とします。 

 説明を求めます。 

 健康課長 

 健康課長  午前中の国保に引き続き健康課です。よろしくお願いいたします。 

 令和２年度後期高齢者医療特別会計決算及び実績報告書について、決算からご説明

申し上げます。 

 決算書の２６２ページ、歳出をお願いいたします。 

 １款１項１目一般管理費、前年度から２４万６,０００円余の増額で、歳出総額１

７８万５,０００円余となっております。 

 主な支出と増額の要因は、７節報償費２０万１,０００円余で、これは２年度から

の新規事業でございまして、広域連合の交付金事業を活用し、管理栄養士に健診後の

事後指導をお願いし、重症化予防対策を図ったものであり、継続して取り組んでいく

ものでございます。 

 １款２項１目徴収費です。前年度から７６万９,０００円余の増額の、歳出総額１

３９万５,０００円余で、増額の主な要因は、１２節保険料軽減見直しに伴うシステ

ム改修委託料８１万４,０００円によるものです。 

 ２款１項１目後期高齢者医療広域連合納付金、前年度から、主に被保険者数の増加、

保険料改定に伴う保険料負担金の増額で、１,１６６万２,０００円余の増額の、歳出

総額３億９,８６３万円余を支出いたしております。 

 ２６４ページをお願いいたします。 

 ３款１項償還金及び還付加算金、前年度から２６万円余の減額で、歳出総額３４万

６,０００円余を支出しております。 

 ４款１項１目予備費からの充用はございません。 

 予算現額４億４６６万８,０００円に対し、支出済額４億２１５万８,０００円余で

歳出決算を終えております。 

 次に、歳入です。ちょっと戻っていただきまして、２５６ページをお願いいたしま

す。 

 ２５６ページ、歳入です。 

 １款後期高齢者医療保険料です。被保険者数の増と保険料改定によりまして、前年

度から１,０１１万円余の増額で、収入総額３億８３万５,０００円余となっておりま

す。 

 １目特別徴収保険料は、前年度から１,０１９万３,０００円余の増額で、１億９,

９７０万２,０００円余となり、収入額が調定額を上回り、収入未済額４８万７,００

０円余となっておりますが、これは還付未済額となっております。 

 ２目普通徴収保険料は、前年度から８万３,０００円余の減額で、１億１１３万２,

０００円余となりました。 

 ２款使用料及び手数料、２目督促手数料４,０００円余の減額の９万５,０００円余
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となっております。 

 ３款国庫支出金の１目円滑運営事業費補助金１６万２,０００円は、歳出、徴収費

で説明いたしました保険料軽減見直しに伴うシステム改修委託に対する補助金とな

っております。 

 ２５８ページをお願いいたします。 

 ５款繰入金、１目事務費繰入金、前年度から２５３万円余の増額で、１,１３０万

６,０００円余を繰り入れしております。 

 主な増額の要因としまして、広域連合事務費の１８３万円余増額によるものです。 

 ２目保険基盤安定繰入金は、算定の一つであります軽減対象被保険者数の増加によ

りまして、前年度から１１１万５,０００円余の増額で、８,９９７万７,０００円余

を繰り入れ措置をしております。 

 ６款繰越金、前年度から１０８万９,０００円余の減額の１４１万６,０００円余

を、前年度から繰り越しをしております。 

 ７款諸収入、前年度から１８万９,０００円余の増額の３７万６,０００円余を収入

しており、増額の主な要因は、２６０ページ、５項雑入１８万５,０００円余で、広

域連合から健診事後指導及び糖尿病性腎症重症化予防事業の委託を町が受けまして、

対象者の訪問指導等を行ったことによる収入となっております。 

 歳入予算現額４億４６６万８,０００円に対し、収入済額４億４１７万円余で決算

を終えております。 

 ２６６ページをお願いいたします。 

 実質収支に関する調書で、歳入歳出差引額２０１万２,０００円となっております。

これを３年度への繰り越し措置として、今議会の補正予算でお願いしておりますの

で、よろしくお願いいたします。 

 続きまして、決算審査特別委員会資料でご説明申し上げます。 

 ３２ページをお願いいたします。 

 ３２ページです。１．の決算の状況は、先ほどご説明しましたので省略させていた

だきます。 

 ２．被保険者数の状況です。ご承知のように増加傾向でございまして、前年度報告

からは、増加人数は減ってはおりますが、１９人増加の４,３０９人となっておりま

す。 

 ３３ページをお願いいたします。 

 ３．後期高齢者医療の医療費の状況です。確定している元年度分まで掲載をしてお

ります。 

 ただ、大変申し訳ございません。ここで修正をお願いいたします。 

 文章の表現です。非常にちょっと、残念なおわびで大変申し訳ないんですけども、

今現在、中ほどにですね、「後期高齢者医療における福岡県の１人あたり医療費は」

というグラフの下に文章が４行あるかと思っております。福岡県の誤りに関しまして

は、「福岡県の１人あたり医療費は、平成３０年度まで１７年連続で全国１位となっ

ていたが、令和元年度は、全国２位となったと（全国１位は高知県）」でございます

けども、正しくは、「福岡県の１人あたり医療費は、平成１４年度から連続で全国１

位となっている」と、「１８年連続第１位が福岡県です」が正解でございます。これ

を記載するときには、速報値で記載しておりまして、確定値が届いたところ、高知県

と福岡県がひっくり返りまして、福岡県が連続で全国１位となっており、高知県が第

２位となっております。 

 残念なお知らせで、大変、訂正も申し訳ございませんが、おわびして修正のほどよ

ろしくお願いいたします。大変申し訳ございません。 
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 修正のとおり、被保険者１人あたりの医療費は、福岡県においては、１４年度から

１８年連続で全国１位となっておりまして、この中で本町は２７年度から上位１０位

以内に入っており、そして県平均を上回っている状況です。前年度と変わらず入院費

が大きく、医療費削減に向けた取り組みに努めていきたいというふうに考えておりま

す。 

 このような状況でありますので、今年度からの取り組みとしまして、１つは国保特

定健診時に、後期高齢者の方も集団健診が受診できるようにいたしました。その中で

早期発見、早期治療で重症化予防、医療費抑制、健康づくりに努めていきたいという

ふうに思っています。 

 ２つ目は、高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施事業に取り組み、高齢者の健

康増進を図っていきたいというふうに考えているところでもございます。 

 ４．後期高齢者医療保険料の状況です。保険料収納額は決算でご説明したとおりで

すけども、収納率は現年分で、前年度から０.１７％増の９９.７７％。県平均９９.

４９％を超えまして、県下順位でも、前年度２１位でございましたけども、今回１６

位まで上がることができました。引き続き、収納向上対策に努めたいというふうに考

えております。 

 ５．重点施策につきましては、そこに記載のとおり、ホームページ・広報紙等の掲

載等を含めまして、広報、周知活動に努めていきたいというふうに考えております。 

 ３４ページ不納欠損につきましては、不納欠損事由に該当するものについて適切に

事務処理を行い、記載のとおり、合計３０件、５７万１,０００円余を不納欠損処理

しております。 

 以上で、令和２年度後期高齢者医療特別会計決算及び実績報告書の説明とさせてい

ただきます。 

よろしくお願いいたします。 

 委 員 長  説明が終わりましたので、質疑に移ります。 

 （質疑なし） 

 委 員 長  質疑がないようです。 

これで質疑を終わります。 

 これから、認定第３号「令和２年度筑前町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の

認定について」を採決したいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

 （異議なし） 

 委 員 長  異議なしと認めます。 

 認定第３号は、認定することに賛成の方は挙手を願います。 

 （賛成者挙手） 

 委 員 長  挙手多数です。 

 したがって、認定第３号は認定すべきものと決定しました。 

 委 員 長  次に、認定第４号「令和２年度筑前町住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳出決

算の認定について」を議題とします。 

 説明を求めます。 

 人権・同和対策室長 

人権・同和対

策室長 

 人権同和対策室です。 

住宅新築資金等貸付事業特別会計の決算について、説明をさせていただきます。 

 まず、歳出につきまして、事項別明細書で説明をさせていただきます。 

 決算書２４９ページと２５０ページをお願いします。 

 １款１項１目一般管理費、予算現額５２５万７,０００円、支出済額５１９万２,０
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００円余です。一般管理費は、収納対策アドバイザーの謝金、事務に係る経費、弁護

士相談の委託料及び事務に従事しました職員の給与の一部の繰出金などでございま

す。 

 １７節の備品購入費につきましては、重要書類を保管する耐火保管庫を購入してお

ります。 

 次に、歳入の説明をさせていただきます。 

 決算書２４５ページと２４６ページをお願いします。 

 １款１項２目償還推進助成事業補助金で、事務費の県補助金として４０万８,００

０円の歳入です。 

 ４款の繰越金は、前年度繰越金１,４６８万５,０００円余です。 

 ５款諸収入です。２項貸付金元利収入は、債権者からの返済金です。貸付種類別に

目を設けて受け入れをしております。１目が住宅の新築資金、２目が住宅の改修資金、

３目が宅地の取得資金です。４目が県の住宅改修の資金となっております。合計で、

調定額１億２,２１３万４,２９９円に対し、収入済額５５４万５,０００円余、収入

未済額が１億１,６５８万９,０００円余となっております。歳入の合計としまして

は、２,０６３万８,０００円余でございます。 

 ２５１ページをお願いします。 

 実質収支に関する調書です。収入総額２,０６３万９,０００円、歳出総額５１９万

３,０００円、差引額１,５４４万６,０００円で、実質収支額は同額の１,５４４万６,

０００円です。 

 次に、決算審査特別委員会資料の３５ページをお願いします。 

 住宅新築資金等貸付事業特別会計の実績報告です。ご存じのとおり、実態的差別の

解消を目指した環境改善対策として貸付事業が行われ、筑前町では、昭和４２年から

平成４年までに、住宅の新築、改修、土地の取得について６６５件の貸し付けが行わ

れております。 

 令和２年度の特別会計の決算状況につきましては、先ほど決算書で説明したとおり

でございます。 

 現在、債権者の高齢化や経済変動による生活の困窮、債務者や保証人の死亡などに

より、貸付金の滞納件数は５７件となっております。 

 令和２年度の貸付金の徴収状況につきましては、報告書の４に記載しているとおり

です。先ほど決算書でも説明させていただきましたが、合計で、調定額１億２,２１

３万４,２９９円、収入済額５５４万５,０００円余、収入未済額が１億１,６５８万

９,０００円余、徴収率は４.５４％です。 

 貸付金の徴収にあたっては、債務者の生活状況に応じた分納計画に基づき、自主的

返納を基本とした対応を行っており、これにより毎年２、３件が完納しています。令

和２年度は４件が完納になっております。引き続き、債務者の状況把握、債務者ごと

の時効管理、督促等により、納付の推進を行いながら、収納対策アドバイザーの指導

や弁護士相談の活用により、自主的返納を基本として、必要に応じて国の助成制度の

活用や法的措置等の検討をしながら業務を行っていきたいと考えております。 

 以上で説明を終わります。 

 委 員 長  説明が終わりましたので、質疑に移ります。 

 河内委員 

 河内委員  資料でお尋ねします。 

 文章の中で、「債務者の死亡も増えており」というところです。先ほどの説明の中

でも、連帯保証人の死亡もあるということでした。債務者が亡くなった場合、相続人

に、その債務は相続されているんでしょうか、それと連帯保証人が亡くなった場合、
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新しい連帯保証人をつけているんでしょうか、お尋ねします。 

 委 員 長  人権・同和対策室長 

人権・同和対

策室長 

 お答えします。 

 まず、債務者が亡くなられた場合につきましては、状況を把握しながら、相続人等

と面談等を行っているところでございます。それで、お支払いのほうはお願いしてい

るところでございます。現在も、死亡された方の分を相続人が払ってあるという状況

はございます。 

 連帯保証人の死亡につきましては、現在のところ、亡くなられた方の相続人が死亡

してしまった分の追加の連帯保証人というのは、そこまで求めておりません。 

 以上です。 

 委 員 長  河内委員 

 河内委員  あと、まだ貸し付けが５７件残っているわけですが、この中で、連帯保証人がつい

ていない債務は何件ぐらいあるんですか。 

 委 員 長  人権・同和対策室長 

人権・同和対

策室長 

 お答えします。 

 保証人がついてない件数につきましては、１２件となっております。 

 委 員 長  河内委員 

 

 河内委員 

 ５７件のうち１２件が連帯保証人もついていないということで、これは、もし、借

受人、債務者が亡くなった場合、相続人に対して債務の返済を求めていくんでしょう

か。 

 委 員 長  人権・同和対策室長 

人権・同和対

策室長 

 お答えします。 

 借受人が死亡の場合につきましては、まず、相続人に支払いを求めていくようにし

ております。 

 委 員 長  これで質疑を終わります。 

 これから、認定第４号「令和２年度筑前町住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳

出決算の認定について」を採決したいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

 （異議なし） 

 委 員 長  異議なしと認めます。 

 認定第４号は、認定することに賛成の方は挙手を願います。 

 （賛成者挙手） 

 委 員 長  挙手多数です。 

 したがって、認定第４号は認定すべきものと決定しました。 

 委 員 長  続きまして、認定第５号「令和２年度筑前町工業用地造成事業特別会計歳入歳出決

算の認定について」を議題とします。 

 説明を求めます。 

 都市計画課長 

都市計画課長  工業用地造成事業特別会計でございます。どうぞよろしくお願いいたします。 

 工業用地造成事業特別会計につきましては、歳入歳出の項目が少ないため、決算書

２７１ページの歳入歳出決算事項別明細書でご説明いたします。 

 まず、歳入です。 

 １款１項１目繰入金、予算現額１０９万８,０００円、一般会計からの繰入金です。 

 ４款１項１目繰越金、予算現額９７万９,０００円、前年度からの繰越金です。 

 歳入合計２０７万７,０００円でございます。 
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 続いて、次のページ、歳出でございます。 

 １款１項１目工業用地造成事業費、予算現額１８７万７,０００円、そのうち１４

８万７,０００円余を執行いたしました。主なものにつきましては、１４節工事請負

費９７万９,０００円、四三嶋工業用地調整池維持工事でございます。 

 ２款１項１目予備費２０万円は、支出予定がなかったため、全額不用額とし、次年

度に繰り越しいたします。 

 ２７５ページ、実質収支に関する調書をお願いいたします。 

 歳入総額２８０万１,０００円、歳出総額１４８万８,０００円、歳入歳出差引額１

３１万３,０００円は、決算承認後、令和３年度へ繰り越し処理を行います。 

 引き続き、決算審査特別委員会資料をお願いいたします。 

 ３６ページに、事業実績報告を記載しております。 

 まず、重点施策の方向ですが、福岡県は日本の自動車産業を支える拠点に成長し、

西日本屈指の人口と経済力、充実した交通インフラや優れた環境等を生かして、バイ

オ・メディカル、ＩｏＴ関連、水素エネルギー等の開発・導入の新産業も推進してお

り、県内への企業立地数は増加傾向にあります。さらに、グリーンアジア国際戦略総

合特区により、アジアから世界へ展開する産業拠点の構築を目指しています。 

 筑前町においては、第２次総合計画で「稼ぐ」の一つに企業誘致の推進を掲げてお

り、県の目指す企業立地の方向性を視野に入れながら、就労環境充実を図っていく計

画です。また、総合戦略においても、企業誘致を町の最重要施策８Ｐプランの一つと

して定め、優良企業の誘致を目標としています。 

 四三嶋工業団地には、現在２社が立地しており、今後は、残る区画への誘致につい

ても、県の企業立地課と連携し、優良企業誘致を推進します。 

 なお、第二の工業団地については、現工業団地の状況を見ながら、候補地を検討し

ていきたいと考えています。 

 次に、成果及び将来の課題についてです。 

 事業の成果としまして、四三嶋工業団地へ、８年前に多田精機が操業開始しており、

３年前にはヤクルト本社に４.６ヘクタールの土地を引き渡しました。工場建設に向

け、早期着手を待たれる状況にあり、町も連携して支援するものでございます。 

 将来の課題ですが、四三嶋工業団地内の残っている用地４.２ヘクタールについて

は、農地であり、農振除外等の手続きや、先行造成ができないなど、用地の引渡しま

でに一定の期間がかかるため、迅速に完了するよう計画的に進める必要がございま

す。業種についても、県が掲げています自動車関連産業、あるいは「食の都づくり」

に資する食品製造業などを町の優遇措置を活用し、優良企業の誘致に努めてまいりま

す。 

 最後に、本年度事業ですが、記載のとおり１件で、９７万９,０００円の調整池維

持工事を実施しております。 

 以上で、工業用地造成事業の説明を終わります。 

 委 員 長  説明が終わりましたので、質疑に移ります。 

 河内委員 

 河内委員  重点施策の方向の下から２行目から、第二の工業団地についても、久留米筑紫野線

のところを検討してるって書いてありますけれども、どのくらいの広さを想定されて

ます。 

 委 員 長  都市計画課長 

都市計画課長  お答えいたします。 

 広さについては、まだ、いろいろ調査が必要でございまして、どれほどのというこ

とが、まだお答えできる状況ではございませんが、現在、行われております久留米筑
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紫野線の４車線化、この進捗を見ながら、周辺への影響とか、あと農地法等の手続き

の難易性、あと災害リスクの安全性、そして造成工事費の試算、そういったものの様々

な面から適地調査を進めてまいりたいと考えてます。候補地、何か所かは描いている

んですけど、まだ、具体的な場所というのが決まってない状況でございます。 

 以上です。 

 委 員 長  これで質疑を終わります。 

 これから、認定第５号「令和２年度筑前町工業用地造成事業特別会計歳入歳出決算

の認定について」を採決したいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

 （異議なし） 

 委 員 長  異議なしと認めます。 

 認定第５号は、認定することに賛成の方は挙手を願います。 

 （賛成者挙手） 

 委 員 長  挙手全員です。 

 したがって、認定第５号は認定すべきものと決定しました。 

 委 員 長  続きまして、認定第６号「令和２年度筑前町下水道事業会計決算の認定について」

を議題とします。 

 説明を求めます。 

 上下水道課長 

上下水道課長  上下水道課でございます。 

 まず、説明に入ります前に、先日の全員協議会にて、決算書の一部を訂正させてい

ただきましたけれども、説明前に再度確認をさせていただきたいというふうに考えて

おりますので、別冊の令和２年度筑前町下水道事業会計決算書、１７ページをお開き

ください。 

 ３ 業務、（１）業務量、こちらのほうの表中５行目に、人口普及率とありますけ

れども、令和２年度、９９.８％を９９.２％、令和元年度、９９.８％を９９.１％、

増減０.０を０.１、比率９９.９９％を１００.１％にお願いしたいと思います。よろ

しくお願いいたします。 

 それでは、令和２年度筑前町下水道事業会計決算書、実績報告書、主要施策の成果

と課題について、説明をさせていただきます。 

 説明時において、ページが前後することがございますが、ご了承いただきたいと思

います。 

 すいません。１１ページをお開きいただきたいと思います。 

 最初に、令和２年度筑前町下水道事業報告書について説明いたします。 

 １ 概況の（１）総括事項についてです。 

 本町は、平成２５年度をもって面整備は既成しておりますけれども、宅地開発等に

より、管路延伸や公共枡の設置を継続して整備しております。また、施設の長寿命化

対策といたしまして、ストックマネジメントや最適整備構想を策定しております。 

 次の水洗化状況について、こちらのほうにつきましては、１７ページ、３の業務に

て説明をさせていただきます。 

 次に、経理の状況でございますけれども、令和２年度収益的収支は９,２３７万４,

０００円の利益となっております。詳細につきましては、令和２年度筑前町下水道事

業決算報告書にて説明をさせていただきたいと思います。 

 １２ページ、要否ご覧ください。こちら（２）議会議決事項から、それ以降につき

ましては、お読み取りいただきたいと思います。 

 １３ページをお開きください。 
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 （５）その他重要事項、不課税収入の使途の特定についてでございます。 

 次のページにかけて記載しておりますけれども、こちらにつきましては、一般会計

からの繰入金等に対して、納付消費税額を算出するために、使途の特定を行っておる

ものでございます。 

 １５ページをお開きください。 

 ２ 工事、（１）建設工事の概況でございます。 

 新築や開発等に伴い、管路延伸工事並びに公共枡設置工事を行っております。工事

額は３,０３１万８,０００円余であり、内訳は管路延伸工事といたしまして、１７１.

５メーター、公共枡を４５か所設置しております。 

 １７ページをお開きください。 

 ３ 業務の（１）業務量でございます。 

 ３行目になりますけれども、令和２年度処理区内人口は２万９,７３７人、６行目

の水洗化率８５.８％、下から２行目の年間有収水量は２８６万７,４７１立方メート

ルであり、こちらは料金の対象となった水量となります。 

 １８ページをご覧ください。 

 事業収入及び事業費に関する事項でございます。 

 事業収入として１４億９５５万２,０００円余に対して、事業費用１３億１,７１７

万８,０００円余となっており、差引９,２３７万３,０００円余の収入となっており

ます。詳細につきましては、下水道事業決算報告書にて説明をさせていただきたいと

思います。 

 １９ページをお開きください。 

 ４ 会計でございます。 

 （２）の（イ）企業債でございますけれども、本年度借入金３,５６０万円、本年

度償還高６億７,５４３万７,０００円余でございます。本年度末残高といたしまし

て、９４億２,４７６万７,０００円余となっております。 

 続きまして、２０ページをご覧いただきたいと思います。 

 キャッシュ・フロー計算書でございます。 

 当年度純利益９,２３７万３,０００円余、こちらのほうは左上に記載されておるか

と思います。これらにより、右下になりますけれども、資金増減額は１億１,９３０

万３,０００円余増加し、資金期末残高は２億１,８５２万７,０００円余となってお

ります。 

 続きまして、２５ページをお開きいただきたいと思います。 

 固定資産明細書でございます。 

 （１）有形固定資産でございますけれども、当年度増加分は、構築物、機械及び装

置、建設仮勘定でありまして、減少は建設仮勘定ということになっております。構築

物は管渠等で、上下水道課工事分といたしまして、３,０３１万８,０００円余となっ

ております。差額分といたしましては、宅地開発により埋設された管路等を受贈した

ものということになっております。真ん中に記載しております、年度末現在高といた

しまして、２４６億５,４３６万４,０００円余ということになっております。また、

無形固定資産は、流域下水道施設利用権といたしまして、７７６万４,０００円余増

加し、年度末現在高といたしまして、６億１,７３６万５,０００円余ということにな

っております。 

 ２６ページをご覧いただきたいと思います。 

 企業債明細書でございます。 

 こちらのページから３２ページまで記載をされておりますので、申し訳ありません

けれども、一番最後３２ページをお開きいただきたいと思います。 
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 発行総額１７０億５６２万円に対しまして、償還高累計といたしましては、７５億

８,０８５万２,０００円余、未償還残高９４億２,４７６万７,０００円余ということ

になっております。 

 続きまして、３３ページをお開きいただきたいと思います。 

 基金運用状況調書でございます。 

 令和２年度中の増減につきましては、利息のみでありまして、年度末現在高合計と

いたしまして、５,１２６万１,０００円余ということになっております。 

 続きまして、下水道事業決算報告について説明をさせていただきます。 

 申し訳ありませんけれども、戻りまして、１ページのほうをお開きいただきたいと

思います。 

 こちらにつきましては、詳細のほうが、３５ページから４０ページに、附属書類と

して記載をしておりますので、併せてご確認をいただきたいというふうに思います。 

 まず、収益的収入及び支出でございます。金額は全て税込みということになってお

ります。 

 収入です。決算額は１４億５,９４５万６,０００円余に対しまして、支出１３億７,

１１４万８,０００円余ということになっております。 

 申し訳ございません。３５ページをお開きいただきたいと思います。 

 営業収益５億１,４２２万円余でありまして、使用料４億８,９２５万円余、他会計

負担金２,３８４万３,０００円余等となっております。営業外収益は８億４,１２２

万９,０００円余となっており、他会計補助金２,７８０万３,０００円余、他会計負

担金４億５,９８８万１,０００円余、長期前受金戻入３億５,２００万３,０００円余

等でございます。特別利益、過年度損益修正益といたしまして、１億４００万６,０

００円余でございます。 

 下の３６ページをご覧いただきたいと思います。 

 費用でございます。営業費用１１億２,４４４万円余で、管渠費は４,１６３万円余

でございます。こちらにつきましては、町内に埋設した下水管やマンホール、マンホ

ールポンプに係る修繕や点検委託、電気料等の維持管理費用でございます。 

 次に、処理場費１億４,１６５万円余でございます。こちらは高田、上高場、栗田

にあります下水の処理場ですけれども、こちらの運転に伴う修繕、管理委託、電気料、

薬品等の維持管理費用となっております。 

 その次、総係費ですけれども、こちらにつきましては、５,１６６万円余でござい

ます。人件費や郵便料、各システムのリース、委託、公会計支援委託、メーター検針、

流域下水道施設使用や両筑衛生施設組合に関する負担金等になっております。 

 次のページ、３７ページをお開きいただきたいと思います。 

 流域下水道維持管理負担金は１億６,７７１万３,０００円余、減価償却費７億２,

１７８万５,０００円余となっております。 

 ３８ページをご覧ください。 

 営業外費用でございます。２億１,５０４万円余で、企業債利息並びに納付消費税

額となっております。特別損失、過年度損益修正損３,１６６万７,０００円余となっ

ております。 

 すいません。戻りまして、２ページをお開きいただきたいと思います。 

 資本的収入及び支出でございます。 

 収入の決算額３億８,４３０万円余に対しまして、支出７億４,３１２万７,０００

円余となり、不足額といたしまして、３億５,８８２万６,０００円余につきましては、

過年度分損益勘定留保資金及び当年度分損益勘定留保資金で補填を行っております。 

 内訳といたしまして、すいません、３９ページを併せてご覧いただきたいと思いま
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す。 

 収入ですけれども、建設改良企業債３,５６０万円、他会計補助金２億５,９８９万

３,０００円余、他会計負担金７,０５３万７,０００円余等でございます。 

 支出ですけれども、企業債償還金以外の支出につきましては、最終的に全て資産に

振り替えることとなっております。 

 建設改良費、施設整備費５,６１６万５,０００円余は、人件費や委託料、先ほど説

明させていただきました１５ページ、１６ページに記載しております工事請負費等と

いうことになっております。 

 流域下水道建設費負担金８５４万円余、固定資産購入費２９８万４,０００円余で

ございます。 

 建設改良企業債償還金といたしまして、６億７,５４３万７,０００円余を支出して

おります。 

 続きまして、財務諸表について説明をいたしたいと思いますので、３ページをお開

きいただきたいと思います。 

 まず、損益計算書でございます。令和２年度中の収益並びに費用について記載した

ものということになっております。消費税抜きの表示額ということになっておりま

す。 

 まず、１ 営業収益から２ 営業費費用を差し引きますと、６億２,１０８万３,０

００円余の損失ということになります。 

 ３ 営業外収益から４ 営業外費用を差し引きますと、６億４,６６１万１,０００

円余の利益、５ 特別利益から６ 特別損失を差し引きますと、６,６８４万５,００

０円余の利益となりまして、合計いたしますと、当年度純利益９,２３７万３,０００

円余となり、前年度繰越繰越利益剰余金を加えますと、当年度未処分利益剰余金とい

たしまして、１億９,１８３万２,０００円余ということになります。 

 下の４ページをご覧ください。 

 剰余金計算書並びに剰余金処分計算書（案）でございます。事業開始から、これま

でに得た資本金並びに資本剰余金に、当年度変動額となります、先ほどの損益計算書

で算出されました当年度純利益９,２３７万３,０００円余を加えますと、資本合計、

当年度末の残高、表中の一番右下になりますけれども、残高といたしまして、２１億

８,３１０万２,０００円余ということになります。その下の剰余金処分計算書（案）

ですけれども、こちらにつきましては、資本金、資本剰余金ともに前年度からの変動

はございません。当年度末の未処分利益剰余金を減債積立へと考えております。 

 すいません。次のページ、５ページをお開きいただきたいと思います。 

 貸借対照表でございます。令和２年度末時点での資産、負債、資本の状況を表して

おります。 

 まず、資産の部でございます。１ 固定資産、（１）有形固定資産、合計といたし

まして、２２５億２６２万９,０００円余でありまして、こちらにつきましては、先

ほど２５ページの固定資産明細書にて説明させていただきました増減分を反映させ

ていただいております。 

 その下、６ページをご覧ください。 

 ２ 流動資産の流動資産合計といたしまして、２億５,１４２万７,０００円余とな

っております。未収金の主なものに対しましては、下水道使用料、受益者負担金等で

ございます。資産合計といたしまして、２３４億２,２６８万３,０００円余でござい

ます。 

 ７ページをお開きください。 

 負債の部でございます。３ 固定負債の合計は８７億３,３５３万８,０００円余で
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ございます。こちらにつきましては、企業債の未償還額ということになっております。

４ 流動負債の合計は７億４,５７６万７,０００円余でありまして、ここで言います

企業債は、令和３年度償還予定額としております。未払金は流域下水道維持管理負担

金並びに確定消費税等ということになっております。 

 ８ページをご覧ください。 

 負債合計は２１２億３,９５８万１,０００円余となっております。 

 続きまして、資本の部でございます。 

 ６ 資本金の合計は１８億４０９万７,０００円余でありまして、固有資本金や、

前年度議決いただきました利益剰余金を資本金へ組み入れた額ということになって

おります。 

 ７ 剰余金でございます。（１）資本剰余金の合計、１億８,７１７万２,０００円

余は、前年度から変更はございません。（２）利益剰余金の合計は、１億９,１８３万

２,０００円余でございます。先ほどの４ページ、利益剰余金計算書にありました未

処分利益剰余金の額となっております。 

 負債資本の合計額といたしまして、２３４億２,２６８万３,０００円余ということ

で、資産の合計額と同額ということになっております。 

 次に、令和２年度筑前町下水道事業の実績報告書について、説明をさせていただき

たいと思います。 

 令和２年度決算審査特別委員会資料の３７ページ、こちらのほうをお開きいただき

たいと思います。 

 まず、重点施策の方向、具体的措置及び成果の１．から次のページになりますけれ

ども、３９ページの４．までにつきましては、先ほどの下水道事業報告と同内容とい

うことになりますので、省略をさせていただきたいと思います。 

 ３９ページをお開きください。 

 ５．浄化槽維持管理費補助金交付でございます。下水道計画区域外の一般住宅に設

置された浄化槽に対しまして、維持管理費補助金を交付するものでございます。令和

２年度の交付件数３８件、補助額といたしまして、７５万５,０００円となっており

ます。 

 ６．受益者負担金・分担金の収納状況でございます。公共下水道については負担金、

農集につきましては分担金ということになります。 

 まず、現年度分です。公共、農集ともに収納率は１００％となっております。 

 ４０ページの一番上をご覧いただきたいと思います。滞納分でございます。公共の

収納未済額２４３万４,０００円余、収納率１６.４８％となっております。農集の収

入未済額は１４万５,０００円余で、収納率８２.３４％ということになっておりま

す。 

 次に、７．使用料の状況でございます。現年分の公共の収納率は９７.８７％、農

集の収納率は９７.１６％ということになっておりまして、収納率はほぼ横ばいとい

うことになっております。 

 過年分の公共の収入未済額は２,２３３万３,０００円余、収納率は１９.６０％と

なっております。農集の収入未済額は３５８万２,０００円余、収納率は１９.９２％

でございます。 

 滞納の要因といたしましては、無届け転出、さらには払い忘れ、こういったもので

ございまして、対応策といたしまして、分納誓約、実態調査、預金・給与調査、差し

押え等を行いながら、税務課等の関係課と連携しながら、情報共有し収納率の向上に

努めてきたところでございます。 

 その下８．不納欠損でございます。公共の受益者負担金は７件、８０万３,０００
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円余、使用料は４８件、２９０万７,０００円余となっております。農集の受益者分

担金は１件、２万８,０００円余、使用料は１０件、４４万７,０００円余となってお

ります。 

 次ページ、４１ページをお開きください。 

 ９．地方債現在高の状況でございます。こちらにつきましても、先ほどの決算書、

２６ページのほうで、企業債明細書について説明をさせていただきましたので、省略

をさせていただきたいと思います。 

 最後に、将来の課題ということでございます。 

 災害対策、経営の健全化、上水道普及に伴う使用料金の設定の研究ということで、

３項目あげさせてもらっておりますけれども、それぞれの解消、改善に向けて、今後

とも取り組んでまいりたいというふうに考えております。 

 以上で、下水道会計決算書の説明を終わらせていただきます。 

 委 員 長  説明が終わりましたので、質疑に移ります。 

 河内委員 

 河内委員  決算書でお尋ねします。２点あります。 

 最初に、１１ページ。１１ページの総括事項の中で、３行目の終わりのほう、「農

業集落排水事業においても、令和元年度に施設の劣化状況等の機能診断調査を行い、

最適整備構想を策定した」とありますが、もしですね、農業集落排水が使えなくなっ

たとき、そのまま、また農業集落排水にするのか、それとも公共下水道に移行するの

か、お尋ねします。 

 委 員 長  上下水道課長 

上下水道課長  お答えいたします。 

 将来使えなくなるかもと、そういったときは、というお尋ねでございますけれども、

基本的にそういったことにならないように、こういった計画を組んで、維持管理、修

繕等を行っていきたいというふうに考えておりますけれども、ただ、将来につきまし

ては、農業集落排水のみという考えだけではなく、公共下水道を含めて、検討をして

まいりたいというふうに考えております。 

 以上でございます。 

 委 員 長  河内委員 

 河内委員  次に、２６ページから企業債明細書、これ、昨年もお尋ねしたんですけれども、早

い時点で借り入れした資金は金利が高いから、そういうのを先にしたらどうかという

ことで、課長はちょっと調べますということだったんですが、検討はされたんでしょ

うか、お尋ねします。 

 委 員 長  上下水道課長 

上下水道課長  お答えいたします。 

 昨年、令和２年度、９月の決算議会の中でもご質問をされてあるかというふうに思

っております。金利の高い企業債に対しまして、繰上償還等の検討を行えないかとい

うことでございますけれども、上下水道課のほうでいろいろと調べております。 

 その中で、いわゆる金利の高い、４.３％から５.５％、こちらの企業債が４件ござ

います。シミュレーション等を行った結果でございますけれども、いわゆる繰上償還

を行うために、補償金、こちらが発生するようなことになっております。あわせて、

この償還に対しまして、地方交付税、こちらのほうが一般会計のほうに入ってきてい

るというふうな状況でございますので、どちらが有利なのかというふうに検討しまし

た結果、現状のままのほうが有利かというふうに考えておるところでございます。 

 以上でございます。 

 委 員 長  これで質疑を終わります。 
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 これから、認定第６号「令和２年度筑前町下水道事業会計決算の認定について」を

採決したいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

 （異議なし） 

 委 員 長  異議なしと認めます。 

 認定第６号は、認定することに賛成の方は挙手を願います。 

 （賛成者挙手） 

 委 員 長  挙手全員です。 

 したがって、認定第６号は認定すべきものと決定しました。 

 委 員 長  続きまして、認定第７号「令和２年度筑前町水道事業会計決算の認定について」を

議題とします。 

 説明を求めます。 

 上下水道課長 

上下水道課長  上下水道課でございます。 

 令和２年度筑前町水道事業会計決算及び実績報告、主要施策の成果と課題について

説明をさせていただきます。 

 説明時におきまして、また、ページが前後することがございますけれども、ご了承

いただきたいというふうに考えております。 

 そうしましたら、別冊の筑前町水道事業会計決算書をお願いいたしたいと思いま

す。 

 ９ページをお開きいただきたいと思います。 

 最初に、令和２年度筑前町水道事業報告書について説明をさせていただきます。 

 １ 概況の（１）総括事項でございますけれども、水道事業に関しましては、一部

地域を除き、平成３０年度をもって完了しておるところでございます。 

 その次、給水状況につきましては、１１ページの３ 業務にて説明をさせていただ

きたいと思います。 

 次に、経理の状況でございます。 

 令和２年度の損益は、２,０７５万１,０００円の純利益ということになっておりま

す。主な要因といたしましては、普及率の増加が一番大きいものというふうに考えら

れておりますけれども、今後、小石原川ダム既成によりまして、令和２年度から基本

水量の増加、並びに減価償却額、こちらのほうも増加してまいりますので、今後にお

きましても、より一層の健全経営に努めてまいりたいというふうに考えております。 

 下の１０ページをご覧ください。 

 （２）議会議決事項、以下ありますけれども、こちらにつきましては、お読み取り

いただきたいというふうに思います。 

 １ページめくっていただきまして、１１ページをお開きください。 

 ３ 業務、（１）業務量でございます。 

 １行目、令和２年度末給水人口、こちらのほうは１万８,２７０人、３行目、普及

率６０.９％、前年度比５.１８％の増ということになっております。５行目、年間配

水量１２８万８,８４５立方メートル、前年度比７.９４％の増となっております。 

 下から５行目、年間有収水量でございますけれども、こちらは収入となった水量で

ございまして、１１２万９,３６１立方メートル、前年度比９.９５％の増ということ

になっております。 

 次に、表下になりますけれども、供給単価、給水原価でございます。 

 １立方メートルあたりの供給単価２５１.７８円、給水原価３４１.５２円というこ

とになっております。給水収益が伸びたことで、前年度より供給単価、こちらが４.
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７円、給水原価、こちらも８.６円下がっております。 

 その下１２ページをご覧ください。 

 （２）事業収入、（３）事業費に関する事項でございます。 

 事業収入、合計４億６,６２１万円余に対しまして、事業費、合計４億４,５４５万

９,０００円余となっております。詳細につきましては、水道事業会計報告書にて説

明をさせていただきたいと思います。 

 次のページ、１３ページをお開きください。 

 ４ 会計、これ以降につきましては、お読み取りいただきたいと思います。 

 その下、１４ページ、こちらをご覧ください。 

 キャッシュ・フロー計算書でございます。 

 左上、こちらのほうに当年度純利益２,０７５万円余、こういった利益等により、

右下でございますけれども、資金増減額４,６９８万１,０００円余増加しておりま

す。資金期末残高といたしまして、４億７,０３５万７,０００円余ということになっ

ております。 

 続きまして、１８ページをお開きいただきたいと思います。 

 固定資産明細書でございます。 

 当年度増加資産といたしまして、構築物、機械及び装置でございます。減少分とい

たしまして、建設仮勘定ということになっております。この建設仮勘定の減少分につ

きましては、正式な資産となります機械及び装置へ振り替えたことによるものでござ

います。右下になりますけれども、年度末償却未済額といたしまして、６０億７,６

５６万５,０００円余ということになっております。 

 次のページ、１９ページをお開きいただきたいと思います。 

 企業債の明細書でございます。 

 こちらにつきましては、事業開始から、これまでに借り入れた額ということになっ

ております。当年度の借り入れはございません。表中の中ほどに、未償還残高があり

ますけれども、これの一番下になります合計残高、未償還残高の合計といたしまして、

２３億９,６１５万３,０００円余ということになっております。 

 続きまして、令和２年度筑前町水道事業決算報告について説明をさせていただきた

いと思います。 

 戻りまして、１ページをお開きいただきたいと思います。 

 詳細につきましては、こちらのほうも、２１ページから２４ページに、附属資料と

して記載をしておりますので、併せてご覧いただきたいというふうに考えておりま

す。金額は税込額となっております。 

 まず、収益的収入及び支出の収入ございます。 

 決算額４億９,６２５万９,０００円余に対しまして、支出費用につきましては、４

億７,５４１万２,０００円余ということになっております。 

 すいません。２１ページをお開きいただきたいと思います。 

 まず、収益です。 

 営業収益、給水収益の水道料金３億１,２７３万１,０００円余、その他営業収益に

つきましては、加入金等でございまして、１,８８１万４,０００円余ということにな

っております。営業外収益の他会計補助金１億４２９万７,０００円余、長期前受金

戻入につきましては、５,９７４万２,０００円余でございます。 

 下の２２ページをご覧いただきたいと思います。 

 費用でございます。 

 営業費用、原水及び浄水費、これの受水費でございますけれども、１億２,５００

万９,０００円余、負担金３,８５６万４,０００円余ということになっております。 
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 受水費につきましては、小石原川ダムの既成による基本水量の変更によるものとい

うことになっておりまして、令和元年度と比較しますと、３,０９０万１,０００円余

増額ということになっております。 

 負担金につきましては、県南広域水道企業団による第２期拡張事業負担金となって

おります。 

 その次でございます。配水及び給水費１,５９５万１,０００円余となっておりま

す。 

 こちらにつきましては、配水池から各家庭へ供給するためにかかる費用ということ

になっておりまして、施設の維持管理に要する機械等の修繕や、委託料、電気料とい

うことになっております。総係費は６,０５０万２,０００円余となっており、人件費、

こちらのほかに納付書の発送に係るもの、システム等のリース、水質検査、検針業務

委託等になっております。 

 次、２３ページをお開きいただきたいと思います。 

 営業外費用、企業債利息４,０４１万６,０００円余、それと消費税及び地方消費税

１,５７４万９,０００円余ということになっております。この消費税及び地方消費税

につきましては、水道会計にて取引を行っておりますので、それに発生した納付消費

税額ということになっております。 

 ２ページにお戻りいただきたいと思います。 

 資本的収入及び支出でございます。 

 資本的収入、決算額ゼロ円に対しまして、支出につきましては、９,０２１万円余

となっておりまして、差引不足額につきましては、当年度分消費税及び地方消費税資

本的収支調整額及び過年度分損益勘定留保資金で補填をしております。 

 内訳といたしまして、２５ページ、こちらのほうをご覧いただきたいと思います。 

 まず、収入です。ゼロ予算に対しまして、ゼロ決算ということになっております。 

 ２６ページ、支出でございます。建設改良費、施設整備費の工事費といたしまして、

３０万２,０００円余、営業設備費、量水器について７６万２,０００円余、企業債償

還金８,９１４万４,０００円余でございます。 

 工事費につきましては、配水管の造形にかかる費用、いわゆる口径を大きくするた

めの費用、量水器につきましては、水道メーターの購入費、企業債償還金については、

償還金元本ということになっております。 

 続きまして、財務諸表について説明をさせていただきます。 

 申し訳ございません。戻りまして、３ページをお開きいただきたいと思います。 

 最初に、損益計算書でございます。令和２年度中における収益並びに費用について

記載をしたものでありまして、消費税を抜いた額ということになっております。 

 まず、１ 営業収益から２ 営業費用を差し引きますと、１億３２４万８,０００

円余の損失でございます。 

 次に、３ 営業外収益から４ 営業外費用を差し引きますと、１億２,３６６万４,

０００円余の利益ということになっております。 

 ５ 特別利益から６ 特別損失を差し引きますと、５１万５,０００円余の利益と

なりまして、当年度純利益といたしまして、２,０７５万円余ということになってお

りますけれども、前年度繰越欠損金、こちらのほうがございますので、当年度未処理

欠損金ということになりまして、こちらの額が７,０７８万３,０００円余ということ

になります。 

 続きまして、下４ページをご覧ください。 

 令和２年度筑前町水道事業剰余金計算書並びに欠損金の処理計算書でございます。 

 事業開始からこれまでに得た資本金並びに資本剰余金に、単年度収支となる先ほど
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の損益計算書で算出されました当年度純利益２,０７５万円余を加えますと、表中右

下になりますけれども、資本合計、当年度末残高といたしまして、２２億７,６１４

万３,０００円余ということになります。 

 また、下の表となりますけれども、欠損金処理計算書、こちらのほうでも、先ほど

の損益計算書で計算された７,０７８万３,０００円余が、繰越欠損金ということで残

ることとなります。 

 次のページ、５ページをお開きください。 

 貸借対照表でございます。令和２年度末時点での資産、負債、資本の状況を表して

おります。 

 まず、資産の部でございます。 

 １ 固定資産の合計は６０億７,６５６万５,０００円余でありまして、工事費やメ

ーター購入費が増えておるような状況でございますけれども、それ以上に減価償却額

が増加しておりますので、前年度より合計額といたしましては、減少をしております。 

 ２ 流動資産の合計につきましては、４億７,２３６万９,０００円余となっており

ます。未収金、こちらの主なものといたしまして、水道料金加入金ということになり

ます。資産の合計額６５億４,８９３万５,０００円余ということになります。 

 下の６ページをご覧ください。 

 負債の部でございます。 

 ３ 固定負債合計といたしまして、２３億２３１万９,０００円余、こちらにつき

ましては、企業債の未償還額ということになります。 

 ４ 流動負債の合計といたしまして、１億１,９６２万１,０００円余でございま

す。個々の企業債につきましては、令和３年度償還予定額として計上しております。

未払金といたしましては、県南広域水道企業団への受水費、それと確定消費税等でご

ざいます。負債合計４２億７,２７９万２,０００円余でございます。 

 続きまして、資本の分でございます。 

 ６ 資本金の合計額は２１億８,７０２万４,０００円余でありまして、出資金の額

ということになります。 

 ７ 剰余金の資本剰余金１億５,９９０万２,０００円余につきましては、前年度か

ら変更はございません。利益剰余金、合計マイナス７,０７８万３,０００円余につき

ましては、先ほどの欠損金計算書での額ということになります。 

 負債、資本両方の合計額といたしまして、６５億４,８９３万５,０００円余となり

まして、資産の合計額と同額ということになります。 

 次に、令和２年度筑前町水道事業実績報告書について説明をさせていただきたいと

思います。 

 令和２年度決算審査特別委員会資料の４３ページをお開きいただきたいと思いま

す。 

 令和２年度筑前町水道事業実績報告書でございます。 

 主要施策の方向、具体的措置及び成果、こちらにつきまして、１．建設改良事業か

ら、３．経理の状況につきましては、先ほどの水道事業報告と同様となりますので、

省略をさせていただきたいと思います。 

 ４．加入金及び使用料の収納状況でございます。 

 すいません。次のページ、４５ページをお開きいただきたいと思います。 

 まず、（１）加入金でございます。 

 現年分加入金の徴収率につきましては、９７.７６％となっております。これにつ

きましては、納付日が年度を超えたことによるものでございます。実際、納付後の工

事の着工ということで対応しておりますので、実質の滞納はございません。過年分も
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同様でございます。 

 次に、（２）使用料でございます。 

 現年度分徴収率９９.１６％、過年度分徴収率８７.５１％、どちらにつきましても、

前年度比で比較しますと減少ということになっております。その要因といたしまし

て、無届けの転出、停水実施時期などが考えられるかと、そういったことでございま

すけれども、滞納対策といたしまして、電話、メールによる催告、訪問徴収、停水等

を実施し、納入を促しておるような状況でございます。 

 最後に、将来の課題につきまして、５項目挙げさせてもらっております。 

 安全・安心な水道水の安定供給、水道事業への加入率の向上、内線部工事の未接続

者の解消、使用料の滞納解消、水道事業経営の健全化、こちら５項目あげさせてもら

っておりますけれども、それぞれに向上並びに解消に向けて、今後とも取り組んでま

いりたいというふうに考えております。 

 以上で、水道事業会計決算の説明を終わらせていただきます。 

 委 員 長  説明が終わりましたので、質疑に移ります。 

 河内委員 

 河内委員  ３点あります。 

 まず最初、令和２年度筑前町水道事業会計決算書の１９ページ、企業債明細書なん

ですが、先ほどの下水道事業では、償還の終期、きちんと令和に直されてたんですが、

これは平成のままになってます。それが１点です。これはどうされますか。 

 委 員 長  上下水道課長 

上下水道課長  お答えしたいと思います。 

 １９ページ、企業債明細書、こちらのほうの償還終期、年号といたしまして、平成

のままということになっております。こちらにつきましては、訂正をさせていただき

たいと思います。 

 また、次回、予算書等々に記載する場合については、令和にて修正をさせていただ

きたいと思います。 

 以上でございます。 

 委 員 長  河内委員 

 河内委員  資料のほうで２点お尋ねします。 

 資料の４３ページ、主要施策の方向の中の上から２行目、「平成３０年度に西田地

区を除き事業が完了しました」、多分これ西田地区、改良の話があって、してないん

だろうと思うんですけど、その話ももう立ち消えになってますので、今後どうされる

のか、お尋ねします。 

 委 員 長  上下水道課長 

上下水道課長  お答えします。 

 主要施策の方向、こちらのほうに「平成３０年度に西田地区を除き事業が完了しま

した」というふうに記載をさせてもらっております。これまでの間におきまして、都

市計画課等々と協議をしながら、建て替え等の関係でですね、事業自体を、今、スト

ップしているような状況でございます。ただ、西田地区に関しまして、まだ一切水道

管を埋設しておりませんので、今後につきましては、当然、地元と協議をしながら進

めていきたいというふうに考えております。 

 以上でございます。 

 委 員 長  河内委員 

 河内委員  続いて資料の４５ページです。 

 将来の課題の３番目、内線部工事未接続者の解消ということで、本体は家の前まで

持ってきても、内部につながない人が結構多いっていうふうに伺ってたんですが、解
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消はできてるんですか。解消。全部がじゃなくて、少しずつでも。 

 委 員 長  上下水道課長 

上下水道課長  お答えいたします。 

 将来の課題の中に内線部工事未接続者の解消、こちらについてのお尋ねかというふ

うに思います。 

 こちらにつきましては、昨年の決算審査特別委員会のほうでもご質問があったかと

いうふうに思っとります。 

 現在の状況でございます。未接続者４２１件、現在工事申請中８件ということにな

っております。昨年度、回答させていただいたときよりも、数的には減っております。 

 解消に向けて、こういった方々に対しまして、定期的に書類等を発送しながら、解

消に向けて進めていっているところでございます。 

 以上でございます。 

 委 員 長  河内委員 

 河内委員  内部に接続するのは、何年以内にとかいうのはないんですか。 

 委 員 長  上下水道課長 

上下水道課長  お答えいたします。 

 この事前加入によりまして、加入された方につきましては、年度を設けておりませ

ん。下水道であればですね、法的なものがございます。３年以内に接続ということに

なっておりますけれども、水道のほうにつきましては、あくまでも任意ということに

なっておりますので、そういった縛りといいますか、はございません。 

 以上でございます。 

 委 員 長  河内委員 

 河内委員  最後です。 

 撤去については、所有者っていうか、住民の負担になるわけですよね。「接続しな

いと、撤去の費用があなたの負担になりますよ」ということを言って、接続につなげ

るようにですね、努力していただきたいなと思います。 

 委 員 長  上下水道課長 

上下水道課長  お答えします。 

 河内委員がおっしゃられてあるとおりかというふうに考えております。 

 今後につきましても、上下水道課といたしまして、とにかく接続に向けて、書類と、

あと可能であれば電話等々行いながら、未接続者に対しまして、接続となるように進

めていきたいというふうに考えております。 

 以上でございます。 

 委 員 長  上下水道課長 

上下水道課長  すいません。先ほどの私の回答にちょっと誤りがございましたので、訂正をさせて

いただきたいと思います。 

 水道の事前加入につきまして、私のほうが、いわゆる縛りがないということでお話

しさせていただきましたけれども、事前加入につきましては、１か月以内に工事の手

続きを行ってくださいということで、これまで回答をしてきたかということでござい

ます。 

 訂正をさせていただきたいと思います。 

 委 員 長  ほかに質疑はございませんか。 

 河内委員 

 河内委員  １か月以内に接続ということですが、３０年に終了して、今、３年経ってますけど、

その間に４２１件も未接続者が出てしまったんですか。１か月経ったときに、強く言

えなかったんでしょうか。 
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 委 員 長  上下水道課長 

上下水道課長  お答えさせていただきます。 

 １か月以内に、工事の申請の手続きですね。改造ではなくて、工事の申請の手続き

でございます。 

 委 員 長  河内委員 

 河内委員  最後です。 

 申請して工事に取りかかってないっていう方が４２１件いるということですか。 

 申請はしても、工事については、そういう縛りはないんですね。申請を１か月以内

にしなさいということだけであって、いつまでに工事を済ませなさいという縛りはな

いということですか。 

 委 員 長  上下水道課長 

上下水道課長  お答えします。 

 申請に対する縛りについてはございますけれども、工事に対する縛りはございませ

ん。 

 以上でございます。 

 委 員 長  ほかに質疑はございませんか。 

 （質疑なし） 

 委 員 長  これで質疑を終わります。 

 これから、認定第７号「令和２年度筑前町水道事業会計決算の認定について」を採

決したいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

 （異議なし） 

 委 員 長  異議なしと認めます。 

 認定第７号は、認定することに賛成の方は挙手を願います。 

 （賛成者挙手） 

 委 員 長  挙手全員です。 

 したがって、認定第７号は認定すべきものと決定しました。 

 本特別委員会に付託された認定第１号から認定第７号までの審査が全部終了しま

した。 

 中野副町長 

 副 町 長  一言お礼を申し上げます。 

 本来なら町長が出席する予定でございましたが、公務が重なりまして出席できませ

んので、私のほうからお礼申し上げたいと思います。 

 このたび９月１３日から３日間、決算審査特別委員会におきまして、令和２年度一

般会計決算をはじめ６つの特別会計の決算報告をいたしましたところ、慎重審議のう

え、全ての会計のご承認を賜りましたことに対しまして、心から感謝申し上げたいと

思うところでございます。誠にありがとうございました。 

 なお、今決算審査特別委員会におきまして、委員の皆様方から、貴重なご意見、ご

指摘を賜り、改善すべき点もいくつか見つかったようでございます。 

 そして、町監査委員からの意見書に記してありますように、財政健全化の指摘にお

きます各数値におきまして、前年比改善されたご意見をいただいておりますが、今後

もさらに、義務的経費の増加も予想されることから、経費節減はもとより財源確保等

に努めてまいりたいと思うところでございます。 

 また、住民のため、ウィズコロナ・アフターコロナを見合った政策展開に努めてま

いりたいと思っておりますので、委員の皆様方のご理解とご協力、そして、ご指導、

ご鞭撻のほどよろしくお願い申し上げまして、お礼の言葉にかえさせていただきま




